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漢
点
字
の
散
歩
（
二
十
七
）

岡
田

健
嗣

漢
点
字
紹
介
（
十
）

４
．
漢
点
字
の
ご
紹
介

⑦

傍
側
基
本
文
字

漢
点
字
の
開
発
は
、
漢
字
の
構
成
を
点
字
の
符
号
で
表
そ
う

と
い
う
試
み
で
す
。
創
案
者
の
川
上
泰
一
先
生
は
、
漢
字
を
構

成
す
る
パ
ー
ツ
で
あ
る
部
首
を
点
字
の
符
号
に
当
て
は
め
て
、

「
基
本
文
字
」
と
位
置
づ
け
る
こ
と
か
ら
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
作
業
は
、
漢
字
の
構
成
上
の
分
類
で
あ
る
「
六
書
」
に
沿

っ
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
多
く
の
漢
字
が

点
字
符
号
で
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
ご
紹
介
す

る
も
の
が
、
こ
の
「
基
本
文
字
」
の
最
後
で
す
。

「
傍
側
」
と
は
耳
慣
れ
な
い
言
葉
で
す
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず

で
、
川
上
先
生
が
お
作
り
に
な
っ
た
造
語
で
す
。

「
傍
側
基
本
文
字
」
は
、
主
に
漢
字
の
旁
の
位
置
に
配
置
さ

れ
る
部
首
で
す
。
つ
ま
り
何
時
も
傍
ら
に
あ
る
と
意
味
で
、
こ

う
呼
ば
れ
ま
す
。
こ
の
漢
点
字
符
号
は
、
一
マ
ス
目
に
「

、

、

」
の
符
号
が
置
か
れ
て
、
二
マ
ス
目
に
終
点
と
点
字
符

号
が
置
か
れ
ま
す
。
こ
れ
が
部
首
と
な
っ
て
他
の
漢
字
を
構
成

し
ま
す
が
、
そ
の
と
き
は
、
そ
の
点
字
符
号
が
部
首
を
表
し
ま

す
。
ま
た
こ
の
文
字
の
多
く
は
、
単
独
に
も
文
字
と
し
て
用
い

ら
れ
ま
す
が
、
な
か
に
は
あ
ま
り
単
独
に
は
用
い
ら
れ
な
い
文

字
も
幾
つ
か
あ
り
ま
す
。

こ
の
文
字
の
近
似
文
字
は
、
一
マ
ス
目
に
「

、

、

」

の
符
号
が
置
か
れ
ま
す
。
こ
こ
で
は
基
本
文
字
の
直
後
に
ご
紹

介
し
ま
す
。

（
１
）

離

リ

は
な
れ
る

は
な
す

鳥
が
鳥
も
ち
な
ど
に
捕
ら
え
ら
れ
る
形
を
表
す
文
字
で
す
。

現
在
は
あ
ま
り
使
わ
れ
ま
せ
ん
が
、
「
つ
く
、
か
か
る
」
と
い

う
意
味
も
あ
り
ま
す
。
旁
の
隹
は
「
ふ
る
と
り
」
と
呼
ば
れ

て
、
鳥
を
象
っ
て
い
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ

れ
ま
す
。
「

」
で
ふ
る
と
り
を
表
し
ま
す
。

例
：

雄

雅

雀

集

熟
語
：

距

（
距
離
）

別

（
別
離
）

（
２
）

及

キ
ュ
ウ

お
よ
ぶ

人
の
後
ろ
を
追
っ
て
、
背
に
手
が
届
く
こ
と
を
表
す
文
字
で

す
。
「
お
よ
ぶ
」
と
は
や
っ
と
手
が
届
く
こ
と
、
そ
こ
か
ら

「
お
よ
び
」
と
並
列
に
並
べ
る
意
味
を
表
し
ま
す
。
漢
点
字
で

は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
ま
た
こ
の
漢
点
字
符
号

「

」
は
、
「
報
、
服
」
の
旁
、
「
ふ
く
づ
く
り
」
を
も
表
し

ま
す
。

例
：

扱

吸

級

報

服

熟
語
：

第
（
及
第
）

（
言
及
）
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（
３
）

乃

ダ
イ

ナ
イ

す
な
わ
ち

の

及
の
近
似
文
字
で
す
。
弦
を
外
し
た
弓
を
象
っ
て
い
ま
す
。

漢
文
訓
読
で
は
「
も
し
、
す
な
わ
ち
」
と
訳
さ
れ
ま
す
。
ひ
ら

が
な
の
「
の
」
は
、
こ
の
文
字
の
草
書
体
か
ら
で
き
ま
し
た
。

漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

携

秀

孕

（
４
）

亦

エ
キ

ヤ
ク

ま
た

わ
き

人
が
立
っ
た
両
腋
に
手
を
差
し
入
れ
て
支
え
る
形
を
象
っ
た

文
字
で
す
。
「
ま
た
…
、
…
も
ま
た
」
と
用
い
ら
れ
ま
す
。
漢

点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

跡

蛮

変

恋

（
５
）

袁

エ
ン

ゆ
っ
た
り
と
し
た
衣
服
を
身
に
着
け
た
形
を
象
っ
た
文
字
で

す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

園

猿

遠

（
６
）

又

ユ
ウ

ま
た

右
手
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
「
ま
た
」
と
読
ん
で
、
ふ
た
た

び
の
意
味
に
用
い
ら
れ
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表

さ
れ
ま
す
。

例
：

取

収

奴

桑

（
７
）

干

カ
ン

ほ
す

ふ
せ
ぐ

身
を
守
る
盾
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
そ
の
盾
で
、
守
り
防
ぐ

と
い
う
意
味
に
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
で
は
乾
と
同
様
に
、

「
ほ
す
、
か
わ
く
」
の
意
味
に
使
用
さ
れ
ま
す
。
漢
点
字
で

は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

刊

幹

汗

竿

肝

熟
語
：

拓
（
干
拓
）

菓

（
干
菓
子
）

（
８
）

于

ウ

干
の
近
似
文
字
で
す
。
先
の
曲
が
っ
た
刀
を
象
っ
た
文
字

で
、
大
き
く
て
先
が
曲
が
っ
た
も
の
を
意
味
し
ま
す
。
漢
点
字

で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

宇

芋

迂

盂

（
９
）

朱

シ
ュ

あ
か
い

あ
け

鉱
物
か
ら
取
っ
た
顔
料
の
鮮
や
か
な
赤
い
色
を
表
す
文
字
で

す
。
古
代
の
人
々
に
は
、
不
死
の
色
と
信
じ
ら
れ
ま
し
た
。
漢

点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

株

殊

珠

熟
語
：

（
朱
肉
）

に
交
わ
れ
ば

く
な

る
（
朱
に
交
わ
れ
ば
赤
く
な
る
）

（

）

其

キ

み

そ
れ

10
農
具
の
箕
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
四
角
い
も
の
を
表
し
ま

す
。
「
そ
れ
、
そ
の
」
と
、
指
示
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
ま
す
。

漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

基

旗

期

棋

－ ２ －



碁

箕

（

）

甚

ジ
ン

は
な
は
だ

11
其
の
近
似
文
字
で
す
。
竈
に
鍋
を
載
せ
て
、
ほ
ど
よ
く
煮
炊

き
す
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で

表
さ
れ
ま
す
。

例
：

勘

堪

湛

斟

熟
語
：

（
甚
大
）

激

（
激
甚
）

＊

「
甚
」
を
含
む
文
字
の
漢
点
字
符
号
は
、
偏
に
位
置
す

る
と
き
は
「

」
で
、
旁
に
位
置
す
る
と
き
は
「

」
で
表
さ

れ
ま
す
。

（

）

失

シ
ツ

う
し
な
う

あ
や
ま
つ

12
夫
の
左
肩
に
カ
タ
カ
ナ
の
ノ
を
置
い
た
形
の
文
字
で
す
。

「
う
し
な
う
」
と
は
、
熱
中
し
て
我
を
忘
れ
る
こ
と
で
す
。
漢

点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

秩

迭

鉄

熟
語
：

症
（
失
語
症
）

（
失
言
）

（
失
火
）

（

）

共

キ
ョ
ウ

と
も

13
両
手
で
物
を
捧
げ
持
つ
形
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
神
に
供
物

を
供
え
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
両
手
で
持
つ
こ
と
か
ら
、

「
と
も
」
の
意
味
が
生
じ
ま
し
た
。
漢
点
字
で
は
、
「

」

で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

異

供

恭

熟
語
：

（
共
用
）

同
（
共
同
）

（

）

呉

ゴ

く
れ

く
れ
る

14
古
代
中
国
南
部
に
栄
え
た
国
名
で
す
。
「
く
れ
」
と
は
、
わ

が
国
で
の
中
国
の
古
称
で
す
。
「
く
れ
る
」
と
は
、
相
手
に
物

を
与
え
る
、
あ
る
い
は
相
手
が
自
分
に
与
え
る
こ
と
で
す
。
中

国
語
が
わ
が
国
に
伝
わ
っ
た
う
ち
最
も
古
い
音
を
呉
音
と
い
い

ま
す
。
ま
た
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
古
い
衣
服
の
形
を
呉
服
と
い

い
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

虞

誤

娯

熟
語
：

音
（
呉
音
）

服
（
呉
服
）

越

同

（
呉
越
同
舟
）

（

）

公

コ
ウ

お
お
や
け

15
大
き
な
広
場
で
公
務
を
執
る
姿
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
朝
廷

・
国
家
・
公
共
を
意
味
し
ま
す
。
現
在
で
は
国
際
的
に
、
ど
こ

に
も
帰
属
し
な
い
海
洋
や
大
陸
を
も
指
し
ま
す
。
漢
点
字
で

は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

松

訟

熟
語
：

平
（
公
平
）

団

（
公
共
団

体
）（

）

印

イ
ン

し
る
し

16
上
か
ら
強
く
押
す
形
を
表
す
文
字
で
す
。
上
か
ら
下
へ
押
し

－ ３ －



つ
け
る
形
が
し
る
し
を
つ
け
る
形
に
通
ず
る
と
こ
ろ
か
ら
、

「
し
る
し
」
、
「
判
子
」
を
表
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
漢
点

字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」
は
、
こ
の
文
字

の
旁
で
あ
る
卩
（
ふ
し
づ
く
り
）
を
表
し
ま
す
。

例
：

節

却

即

命

熟
語
：

（
印
字
）

（
印
象
）

（

）

申

シ
ン

も
う
す

さ
る

17
稲
妻
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
神
を
意
味
し
ま
し
た
。
稲
妻
が

神
の
意
向
を
伝
え
る
と
こ
ろ
か
ら
、
「
も
う
す
」
と
用
い
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
干
支
の
「
さ
る
」
と
し
て
も

用
い
ら
れ
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

神

伸

紳

暢

熟
語
：

請
（
申
請
）

（
申
告
）

楽
（
申
楽
）

（

）

曳

エ
イ

ひ
く

18
両
手
で
も
の
を
引
く
形
を
表
す
文
字
で
す
。
も
の
を
引
っ
張

る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ

ま
す
。

例
：

洩

熟
語
：

航
（
曳
航
）

挽

競

（
挽
曳
競
馬
）

（

）

臣

シ
ン

お
み

19
上
を
見
上
げ
る
目
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
元
は
神
に
仕
え
る

人
を
表
し
ま
し
た
。
後
に
、
仕
え
る
人
・
家
来
を
意
味
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま

す
。例

：

臥

監

蔵

姫

熟
語
：

（
大
臣
）

（
臣
下
）

（

）

巨

キ
ョ

お
お
き
い

20
臣
の
近
似
文
字
で
す
。
直
線
を
測
っ
た
り
線
を
引
い
た
り
す

る
た
め
の
矩
（
さ
し
が
ね
）
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
漢
点
字
で

は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

拒

渠

距

矩

熟
語
：

（
巨
大
）

（
巨
人
）

（

）

毛

モ
ウ

け

21
垂
れ
た
髪
の
毛
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
体
毛
全
般
を
言
い
、

獣
の
毛
、
地
表
の
草
を
も
言
い
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

尾

耗

熟
語
：

髪
（
毛
髪
）

純

（
純
毛
）

（

）

曽

ソ
ウ

か
つ
て

す
な
わ
ち

22
食
物
を
蒸
す
容
器
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
漢
点
字
で
は
、

「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
こ
の
文
字
の
旧
字
体
で
あ
る

「
曾
」
の
漢
点
字
符
号
は
「

」
で
、
こ
の
文
字
の
近
似
文

字
で
す
。
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例
：

僧

層

増

憎

贈

（

）

且

ソ

シ
ョ

か
つ

23
俎
に
食
物
が
載
っ
た
形
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
食
物
の
載
っ

た
俎
を
、
祖
先
の
霊
に
捧
げ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
漢
点
字

で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

宜

祖

租

粗

組

阻
（

）

也

ヤ

な
り

や

か
な

24
普
通
「
や
、
か
な
、
な
り
」
と
、
終
助
詞
と
し
て
用
い
ら
れ

ま
す
。
注
ぎ
口
の
あ
る
水
差
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
漢
点
字
で

は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
ひ
ら
が
な
の
「
や
」
は
、
こ

の
文
字
の
草
書
体
に
由
来
し
ま
す
。

例
：

施

他

地

弛

池

（

）

采

サ
イ

と
る

い
ろ

25
草
木
か
ら
色
を
取
る
こ
と
を
意
味
す
る
文
字
で
す
。
美
し
い

彩
り
を
表
し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま

す
。例

：

彩

採

菜

（

）

庄

シ
ョ
ウ

26
荘
の
略
体
と
し
て
用
い
ら
れ
た
文
字
で
す
。
「
お
お
き
い
、

お
ご
そ
か
」
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
わ
が
国
で
は
、
「
庄
屋
」

と
し
て
、
地
域
を
管
理
す
る
役
目
を
指
し
ま
す
。
漢
点
字
で

は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

粧

熟
語
：

園
（
庄
園
）

屋
（
庄
屋
）

（

）

尭

ギ
ョ
ウ

た
か
い

27
中
国
の
、
伝
説
上
の
帝
王
の
名
で
す
。
徳
高
い
王
で
、
聖
天

子
と
呼
ば
れ
ま
す
。
そ
こ
か
ら
「
た
か
い
」
の
意
味
で
用
い
ら

れ
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
旧
字
体

の
「
堯
」
の
漢
点
字
符
号
は
、
「

」
で
す
。

例
：

暁

焼

繞

（

）

専

セ
ン

も
っ
ぱ
ら

28
袋
に
入
れ
た
も
の
を
ひ
た
す
ら
打
ち
固
め
る
様
子
を
表
す
文

字
で
す
。
そ
の
作
業
に
専
念
す
る
と
こ
ろ
か
ら
「
も
っ
ぱ
ら
」

と
い
う
意
味
に
用
い
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
打
ち
固
め
た
形
が
丸

い
と
こ
ろ
か
ら
、
「
ま
る
い
、
こ
ろ
が
る
」
と
い
う
意
味
に
も

用
い
ら
れ
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

＊

こ
の
文
字
を
含
む
文
字
の
新
字
体
は
、
全
て
略
体
で

す
。例

：

団
（
團
）

転
（
轉
）

伝
（
傳
）

熟
語
：

（
専
門
）

（
専
科
）

（

）

亭

テ
イ

29
高
い
建
物
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
宿
場
に
設
け
ら
れ
た
旅
宿

を
表
し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
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例
：

停

渟

熟
語
：

（
亭
主
）

（
駅
亭
）

（

）

長

チ
ョ
ウ

な
が
い

30
髪
を
長
く
垂
ら
し
た
老
人
を
横
か
ら
見
た
形
を
象
っ
た
文
字

で
す
。
老
人
は
、
尊
敬
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
の
文
字
に
は

「
な
が
い
」
と
い
う
意
味
に
加
え
て
「
人
の
上
に
立
つ
、
上
に

立
っ
て
お
さ
め
る
」
と
い
う
意
味
に
用
い
ら
れ
ま
す
。
漢
点
字

で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
ま
た
「
髪
」
の
上
の
部
分

の
髟
（
か
み
が
し
ら
）
も
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

帳

張

脹

髪

熟
語
：

（
社
長
）

（
長
安
）

（

）

豆

ト
ウ

ズ

ま
め

31
脚
の
つ
い
た
器
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
「
荅
」
と
音
が
通
ず

る
と
こ
ろ
か
ら
、
「
ま
め
」
の
意
味
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

短

登

頭

豊

熟
語
：

（
大
豆
）

（
小
豆
）

（

）

台

ダ
イ

タ
イ

う
て
な

32
「
う
て
な
」
と
は
、
高
い
建
物
の
物
見
台
の
こ
と
で
す
。
こ

の
文
字
の
旧
字
体
「
臺
」
は
、
そ
れ
を
象
っ
て
い
ま
す
。
「
ダ

イ
」
は
、
物
を
載
せ
る
台
や
、
機
械
や
乗
り
物
を
数
え
る
単
位

と
し
て
用
い
ら
れ
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ

ま
す
。

例
：

始

治

胎

殆

熟
語
：

風
）
台
風
）

所
（
台
所
）

（

）

司

シ

つ
か
さ
ど
る

31
神
に
お
伺
い
を
立
て
て
、
神
意
を
聞
く
様
子
を
表
す
文
字
で

す
。
そ
の
よ
う
な
役
割
と
そ
れ
に
当
た
る
人
を
意
味
し
ま
す
。

漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

伺

嗣

詞

飼

覗

熟
語
：

（
司
会
）

法
（
司
法
）

直
（
司
直
）

（

）

旨

シ

む
ね

う
ま
い

33
ご
馳
走
を
器
に
取
り
分
け
る
形
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
「
う

ま
い
」
は
料
理
の
味
が
よ
い
こ
と
、
「
む
ね
」
は
そ
の
内
容
で

す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

詣

指

脂

に
嘗

熟
語
：

趣

（
趣
旨
）

（
主
旨
）

（

）

改

カ
イ

あ
ら
た
め
る

あ
ら
た
ま

34

る
災
い
を
祓
っ
正
常
な
状
態
に
復
す
る
こ
と
を
表
す
文
字
で

す
。
「
あ
ら
た
め
る
、
あ
ら
た
ま
る
」
と
は
、
元
へ
戻
す
、
検

査
す
る
、
新
し
い
も
の
と
取
り
替
え
る
と
い
う
意
味
で
す
。
漢

－ ６ －



点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
漢
点
字
符
号
「

」

は
、
攵
（
ボ
ク
、
部
首
の
通
称
は
「
ノ
文
」
）
を
表
し
ま
す
。

例
：

救

教

激

故

敏

熟
語
：

革
（
改
革
）

札
（
改
札
）

（

）

刀

ト
ウ

か
た
な

35
片
刃
の
刀
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
斧
や
矛
と
と
も
に
武
器
と

し
て
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ

ま
す
。

例
：

契

初

召

切

辺

熟
語
：

（
日
本
刀
）

（
刀
身
）

（

）

刃

ジ
ン

や
い
ば

は

36
刀
の
近
似
文
字
で
す
。
刀
の
刃
が
鋭
く
光
っ
た
様
子
を
象
っ

た
文
字
で
す
。
刃
物
の
「
や
い
ば
、
は
」
を
意
味
し
ま
す
。
漢

点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

忍

熟
語
：

（
白
刃
）

諸

（
諸
刃
）

（

）

剣

ケ
ン

つ
る
ぎ

37
両
刃
の
武
器
を
表
す
文
字
で
す
。
刀
は
片
刃
、
剣
は
両
刃
の

刃
物
で
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
漢
点

字
符
号
「

」
は
、
立
刀
を
表
し
ま
す
。

例
：

刑

劇

剛

刻

熟
語
：

（
刀
剣
）

ペ
ン
は

よ
り
も
強
し

（
ペ
ン
は
剣
よ
り
も
強
し
）

＊

立
刀
を
表
す
漢
点
字
符
号
は
「

」
だ
け
で
な
く
、

「

」
で
も
表
さ
れ
ま
す
。
「

」
の
例
は
「

刈
・

刊
・

・

削
刺
」
、
「

」
の
他
の
例
は
「

剤
・

罰
・

判
・

別
」
な
ど
で
す
。

（

）

段

ダ
ン

38
層
を
な
す
鉱
石
の
模
様
と
、
そ
れ
を
長
い
柄
の
矛
で
打
っ

て
、
金
属
を
取
り
出
す
様
子
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
「
ダ
ン
」

と
は
、
層
に
な
っ
た
重
な
り
を
言
い
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、

「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」
は
殳
（
シ
ュ
、
部
首
の
通

称
は
「
ル
又
」
）
を
表
し
ま
す
。

例
：

撃

設

鍛

投

般

熟
語
：

落
（
段
落
）

階

（
階
段
）

（

）

之

シ

こ
れ

こ
の

の

39
足
が
先
へ
進
む
様
子
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
指
示
詞
の
「
こ

れ
、
こ
の
」
、
漢
文
訓
読
の
際
は
助
詞
の
「
の
」
と
し
て
用
い

ら
れ
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

芝

（

）

乏

ボ
ウ

と
ぼ
し
い

40
之
の
近
似
文
字
で
す
。
物
資
の
不
足
を
意
味
し
ま
す
。
漢
点

字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

熟
語
：

（
欠
乏
）

耐

（
耐
乏
）

（

）

尚

シ
ョ
ウ

た
っ
と
い

な
お

41

－ ７ －



神
の
微
か
な
意
向
が
現
れ
る
様
子
を
象
っ
た
文
字
で
す
。

「
た
っ
と
い
」
と
は
、
神
意
に
対
す
る
畏
敬
の
意
味
で
す
。
漢

点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

に
嘗

掌

賞

常

党

堂

熟
語
：

（
和
尚
）

＊

「
尚
」
が
他
の
文
字
の
構
成
要
素
と
な
る
と
き
の
漢
点

字
符
号
は
、
「

」
で
す
。

（

）

皮

ヒ

か
わ

42
獣
の
皮
を
剥
ぐ
様
子
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
古
代
、
獣
の
皮

は
、
衣
服
・
住
居
・
武
具
の
貴
重
な
材
で
し
た
。
も
の
の
表

面
、
う
わ
つ
ら
の
意
味
と
し
て
も
用
い
ら
れ
ま
す
。
漢
点
字
で

は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

波

破

彼

疲

被

熟
語
：

（
皮
肉
）

革
（
皮
革
）

外

（
外
皮
）

（

）

巴

ハ

と
も
え

43
器
物
の
把
手
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
ま
た
蛇
が
と
ぐ
ろ
を
巻

い
て
い
る
様
子
を
表
し
て
い
る
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
漢
点
字
で

は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

把

肥

邑

熟
語
：

（
巴
里
）

つ

（
三
つ
巴
）

（

）

非

ヒ

あ
ら
ず

44
す
き
櫛
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
髪
を
く
し
け
ず
る
歯
の
並
ん

だ
形
を
表
し
ま
す
。
現
在
で
は
「
あ
ら
ず
」
と
読
ん
で
、
「
そ

む
く
、
は
ず
れ
る
」
の
意
味
に
用
い
ら
れ
ま
す
。
漢
点
字
で

は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

俳

排

輩

悲

緋

誹
熟
語
：

道
（
非
道
）

礼
（
非
礼
）

（

）

不

フ

ず

し
か
ら
ず

45
元
は
花
の
萼
を
象
っ
た
文
字
で
す
が
、
現
在
は
、
「
…
ず
」

と
読
ん
で
、
否
定
形
と
し
て
用
い
ら
れ
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、

「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

杯

否

熟
語
：

眠

（
不
眠
不
休
）

合
理

（
不
合
理
）

（

）

冊

サ
ツ

46
古
代
の
竹
簡
や
木
簡
を
連
ね
た
書
物
を
象
っ
た
文
字
で
す
。

「
サ
ツ
」
は
、
現
在
も
書
物
を
数
え
る
単
位
で
す
。
薄
い
も
の

・
平
た
い
も
の
・
揃
え
ら
れ
て
い
る
も
の
を
表
し
ま
す
。
漢
点

字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
同
様
の
意
味
の
「
扁
」

の
漢
点
字
符
号
は
「

」
で
す
が
、
部
首
と
な
る
と
き

は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

柵

編

偏

遍

熟
語
：

（
冊
子
）

－ ８ －



（

）

亡

ボ
ウ

な
い

47
死
者
を
表
す
文
字
で
す
。
「
な
い
」
と
は
、
死
亡
し
て
姿
が

消
え
る
こ
と
で
す
。
「
に
げ
る
、
ほ
ろ
び
る
」
の
意
味
に
も
用

い
ら
れ
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

忙

忘

望

妄

盲

熟
語
：

命
（
亡
命
）

（
滅
亡
）

（

）

了

リ
ョ
ウ

お
わ
る

48
も
の
の
拗
れ
る
様
子
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
「
お
わ
る
、
お

え
る
、
わ
か
る
」
の
意
味
に
用
い
ら
れ
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、

「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

亨

熟
語
：

（
完
了
）

終

（
終
了
）

解
（
了
解
）

（

）

哉

サ
イ

は
じ
め
る

か
な

や

49
戦
い
の
前
に
、
武
器
の
戈
（
ほ
こ
）
を
清
め
て
先
勝
を
祈
願

す
る
こ
と
を
表
す
文
字
で
す
。
こ
の
儀
礼
の
後
に
出
陣
す
る
と

こ
ろ
か
ら
、
「
は
じ
め
る
」
の
意
味
が
生
じ
ま
し
た
。
ま
た
終

助
詞
の
「
か
な
、
や
」
と
し
て
も
用
い
ら
れ
ま
す
。
漢
点
字
で

は
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」
の
漢
点
字
符
号
は
、
こ

の
文
字
の
左
下
に
あ
る
口
を
除
い
た
、
十
と
戈
の
構
え
を
表
し

ま
す
。

例
：

栽

裁

載

戴

（

）

呂

ロ

リ
ョ

50
銅
塊
が
二
つ
並
ん
だ
形
、
あ
る
い
は
並
ん
だ
背
骨
を
象
っ
た

文
字
と
言
わ
れ
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま

す
。例

：

営

宮

侶

（

）

牙

ガ

ゲ

き
ば

51
上
下
相
交
わ
る
獣
の
牙
の
形
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
爪
と
牙

は
、
獲
物
の
捕
捉
や
外
的
と
の
戦
い
に
欠
か
せ
な
い
武
器
で

す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

芽

雅

邪

穿

熟
語
：

（
象
牙
）

城
（
牙
城
）

（

）

以

イ

も
っ
て

お
も
う

52
田
畑
を
耕
す
耜
に
由
来
す
る
文
字
で
す
。
「
も
っ
て
、
よ
っ

て
」
、
ま
た
「
お
も
え
ら
く
」
と
用
い
ら
れ
ま
す
。
漢
点
字
で

は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
ひ
ら
が
な
の
「
い
」
は
、
こ

の
文
字
の
草
書
体
に
由
来
し
ま
す
。

例
：

似

熟
語
：

伝

（
以
心
伝
心
）

（

）

至

シ

い
た
る

は
な
は
だ

53
矢
を
射
て
占
い
、
矢
の
到
達
し
た
と
こ
ろ
を
神
聖
な
場
所
と

定
め
て
、
そ
こ
に
重
要
な
建
物
を
建
て
ま
し
た
。
「
い
た
る
」

と
は
、
矢
の
至
っ
た
と
こ
ろ
と
い
う
意
味
で
す
。
「
自
…
至

…
」
は
、
「
…
か
ら
…
ま
で
」
を
意
味
し
ま
す
。
漢
点
字
で

は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

－ ９ －



例
：

屋

室

致

窒

到

熟
語
：

極
（
至
極
）

難
（
至
難
）

（

）

予

ヨ

あ
ら
か
じ
め

わ
れ

54
神
意
を
は
か
る
こ
と
を
表
す
文
字
で
す
。
神
意
に
よ
っ
て
将

来
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
あ
ら
か
じ
め
」
と
用
い
ら
れ

ま
す
。
ま
た
「
わ
れ
」
と
、
一
人
称
を
表
す
文
字
と
し
て
も
用

い
ら
れ
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

序

野

預

熟
語
：

猶

（
猶
予
）

（
予
見
）

（

）

矛

ム

ほ
こ

55
予
の
近
似
文
字
で
す
。
長
い
柄
の
あ
る
ほ
こ
（
武
器
）
を
象

っ
た
文
字
で
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

茅

柔

務

熟
語
：

盾
（
矛
盾
）

（

）

皿

ベ
イ

さ
ら

56
浅
く
平
た
い
器
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
水
を
入
れ
て
水
鏡
と

し
た
り
、
供
物
を
盛
っ
て
神
に
供
え
た
り
し
ま
し
た
。
漢
点
字

で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
文
字
の
構
成
で
は
、
下
部

に
配
置
さ
れ
ま
す
。

例
：

益

塩

監

盛

盤

（

）

血

ケ
ツ

ち

ち
ぬ
る

57
皿
の
近
似
文
字
で
す
。
皿
の
中
に
犠
牲
の
動
物
の
血
を
注
い

だ
形
を
象
っ
て
い
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ

ま
す
。

熟
語
：

液
（
血
液
）

鮮

（
鮮
血
）

（

）

旦

タ
ン

あ
さ

あ
し
た

58
雲
の
上
に
日
が
昇
っ
て
い
る
形
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
夜
の

明
け
る
時
を
意
味
し
ま
す
。
古
代
の
政
は
早
朝
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

但

担

胆

熟
語
：

（
元
旦
）

（
一
旦
）

（

）

甘

カ
ン

あ
ま
い

あ
ま
え
る

あ

59

ま
や
か
す

錠
を
か
け
て
封
じ
込
め
る
形
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
元
は
首

枷
の
よ
う
な
刑
具
を
意
味
し
ま
し
た
が
、
後
に
甘
草
を
表
す
と

こ
ろ
か
ら
、
「
あ
ま
い
」
と
い
う
意
味
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

紺

甜

某

箝

熟
語
：

（
甘
味
）

藷
（
甘
藷
）

（

）

辰

シ
ン

た
つ

60
貝
の
ハ
マ
グ
リ
（
蜃
）
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
ハ
マ
グ
リ
が

足
を
出
し
て
動
く
こ
と
を
表
し
ま
す
。
現
在
で
は
干
支
の
五
番

目
の
「
た
つ
」
と
し
て
用
い
ら
れ
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

辱

唇

振

震

農

以
上
で
「
基
本
文
字
」
の
ご
紹
介
は
終
わ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て
、
新
た
な
文
字
が
作
ら
れ
ま
す
。
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点
字
か
ら
識
字
ま
で
の
距
離
（
八
十
四
）

南
相
馬
へ
の
支
援(

二)

山

内

薫
（
墨
田
区
立
あ
ず
ま
図
書
館
）

さ
て
第
一
回
目
の
一
〇
冊
は
以
下
の
よ
う
な
経
緯
で
送
ら
れ

た
。

「
全
て
の
本
を
一
〇
冊
全
部
を
購
入
で
き
ず
に
申
し
わ
け
な
い

の
で
す
が
、
今
回
購
入
分
の
う
ち
、
一
タ
イ
ト
ル
は
『
は
じ
め

て
よ
む
童
話
集
（
三
）

ふ
し
ぎ
な
話
』
（
大
月
書
店
）
で
、

こ
れ
は
編
集
の
野
上
暁
さ
ん
か
ら
推
薦
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
同
じ
支
援
チ
ー
ム
で
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
先

日
も
一
緒
に
福
島
市
に
参
り
ま
し
た
。
）
五
つ
ほ
ど
お
話
が
入

っ
て
い
ま
す
の
で
、
一
つ
ず
つ
読
ん
で
あ
げ
て
ほ
し
い
で
す
。

『
は
じ
め
て
よ
む
童
話
集
（
一
）
わ
ら
っ
ち
ゃ
う
話
』
も
よ
い

の
で
す
が
、
最
後
が
地
震
の
話
な
の
で
・
・
・
。
そ
の
他
は

『
そ
ら
、
に
げ
ろ
』
（
赤
羽
末
吉
作
、
偕
成
社
、
文
字
な
し
絵

本
）
、
『
い
い
か
ら
い
い
か
ら
』
（
長
谷
川
義
史
、
絵
本

館
）
、
『
ト
リ
ゴ
ラ
ス
』
（
長
谷
川
集
平
）
ま
た
、
『
一
四
ひ

き
の
お
つ
き
み
』
（
い
わ
む
ら
か
ず
お
、
童
心
社
）
も
迷
っ
て

い
ま
す
。
季
節
感
の
あ
る
も
の
も
あ
る
と
い
い
で
す
よ
ね
。
ス

ト
ッ
ク
本
か
ら
は
、
十
八
冊
そ
ろ
い
ま
せ
ん
が
、
ぐ
り
と
ぐ
ら

シ
リ
ー
ズ
や
エ
リ
ッ
ク
・
カ
ー
ル
の
絵
本
な
ど
を
選
ん
で
送
り

ま
す
。
Ｗ
さ
ん
の
メ
ー
ル
に
あ
っ
た
『
だ
い
く
と
お
に
ろ
く
』

（
松
居
直
文
、
赤
羽
末
吉
絵
、
福
音
館
書
店
）
の
よ
う
な
昔
話

も
な
る
べ
く
見
つ
け
出
し
ま
す
。
紙
芝
居
は
、
皆
同
じ
も
の
は

入
り
ま
せ
ん
が
、
山
内
さ
ん
も
楽
し
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ

さ
っ
た
『
お
お
き
く
お
お
き
く
お
お
き
く
な
あ
れ
』
も
一
、
二

冊
ス
ト
ッ
ク
あ
り
ま
す
の
で
入
れ
ま
す
。
紙
芝
居
は
私
も
よ
く

障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
な
ど
に
も
読
み
ま
す
が
、
『
み
ん
な

で
ぽ
ん
！
』
『
ご
き
げ
ん
の
わ
る
い
コ
ッ
ク
さ
ん
』
『
そ
ん
な

の
い
ら
な
い
』
な
ど
は
と
て
も
楽
し
ん
で
く
れ
ま
す
。
」

そ
れ
に
対
す
る
Ｗ
さ
ん
の
見
解
は

「
『
ト
リ
ゴ
ラ
ス
』
は
碁
で
言
う
「
あ
と
で
効
い
て
く
る
石
」

と
い
う
や
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
素
知
ら
ぬ
ふ
り
を
し
て
、
は
じ

め
に
混
ぜ
て
い
て
、
こ
の
本
だ
け
ち
ょ
っ
と
変
だ
な
、
な
ん
で

こ
の
本
な
ん
だ
ろ
う
と
、
そ
れ
が
あ
と
か
ら
効
い
て
く
る
と
い

う
感
じ
を
私
は
持
っ
て
い
ま
す
。
「
も
う
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
や
。

ま
ち
、
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
や
。
も
う
わ
や
く
ち
ゃ
な
ん
や
」
（
確

か
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
今
手
元
に
な
い
の
で
確
か
め
る
こ
と

が
出
来
ま
せ
ん
。
）
」
を
大
き
な
声
で
読
め
る
日
が
い
つ
く
る

の
で
し
ょ
う
。
の
ち
に
送
る
二
冊
に
こ
の
本
を
選
ぶ
と
違
和
感

が
よ
り
増
し
ま
す
。
は
じ
め
か
ら
し
ら
ば
っ
く
れ
て
置
い
て
み

ま
せ
ん
か
。
き
っ
と
必
要
に
な
る
日
が
来
ま
す
。
好
み
の
問
題

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
『
一
四
ひ
き
』
は
な
ん
と
言
っ
て
も

『
ひ
っ
こ
し
』
だ
と
思
い
ま
す
。
今
仮
設
住
宅
に
引
っ
越
し
て

き
て
、
辛
い
け
ど
、
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
と
い
う
、

ワ
ク
ワ
ク
も
ほ
ん
の
少
し
あ
っ
て
、
そ
の
気
持
ち
を
く
す
ぐ
っ
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て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
同
じ
よ
う
に
展
開
が
全
く
読
め
な
い

楽
し
さ
と
言
え
ば
、
『
ぐ
り
ぐ
ら
シ
リ
ー
ズ
』
で
は
、
は
じ
め

に
出
た
『
ぐ
り
と
ぐ
ら
』
だ
と
思
い
ま
す
。
田
舎
の
森
の
探
検

と
い
う
感
じ
が
よ
く
出
て
い
て
、
子
ど
も
た
ち
の
環
境
に
ぴ
っ

た
り
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
は
大
人
に
育
て

ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
一
方
で
真
実
で
す
が
、
自
然
を
含

め
た
地
域
で
も
育
て
ら
れ
て
い
る
の
も
ま
た
一
方
の
真
実
だ
と

思
う
の
で
す
。
」

こ
の
お
月
見
に
関
し
て
は
、
Ｗ
さ
ん
が
バ
イ
ク
で
福
島
か
ら

相
馬
市
に
峠
を
越
え
て
入
っ
た
と
き
の
話
が
印
象
的
だ
っ
た
。

夜
中
に
峠
を
越
え
る
と
気
持
ち
の
良
い
ひ
ん
や
り
し
た
空
気
に

触
れ
た
と
い
う
の
だ
が
、
そ
の
こ
と
を
地
元
の
お
年
寄
り
に
語

っ
た
と
こ
ろ
、
大
津
波
以
降
、
地
面
が
湿
っ
ぽ
く
な
り
、
夜
の

空
気
も
湿
っ
ぽ
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
今
ま
で
の
空
気
と
は
全
く

違
っ
て
し
ま
っ
た
と
話
さ
れ
た
そ
う
だ
。
従
っ
て
以
前
の
よ
う

な
お
月
見
が
出
来
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
も
配
慮
が
必
要

だ
と
話
さ
れ
た
。

Ｋ
さ
ん
の
次
の
よ
う
な
メ
ー
ル
「
絵
本
と
心
の
ケ
ア
の
段
階

と
し
て
、
安
心
→
楽
し
む
→
再
体
験
・
客
観
視
→
表
出
→
克
服

・
回
復
と
い
う
過
程
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
ほ
と
ん

ど
安
心
し
て
遊
ぶ
と
い
う
段
階
と
考
え
て
本
を
選
ん
で
き
ま
し

た
。
童
話
の
よ
み
聞
か
せ
や
『
心
を
ビ
ン
に
と
じ
こ
め
て
』

（
オ
リ
ヴ
ァ
ー

ジ
ェ
フ
ァ
ー
ズ
作
、
三
辺
律
子
訳
、
あ
す
な

ろ
書
房
）

や
、
『
ト
リ
ゴ
ラ
ス
』
な
ど
は
、
そ
の
次
の
段
階

に
そ
ろ
そ
ろ
時
期
が
来
た
と
い
う
選
書
に
な
り
ま
す
ね
。
い
ず

れ
も
人
が
近
く
で
寄
り
添
っ
て
い
る
こ
と
が
大
事
で
す
ね
。
」

に
対
し
て
、
Ｗ
さ
ん
は
「
安
心
→
楽
し
む
→
再
体
験
・
客
観
視

→
表
出
→
克
服
・
回
復
と
い
う
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
そ
れ
は
そ
れ
と

し
て
優
れ
て
い
る
と
思
う
の
で
す
が
、
子
ど
も
の
自
然
治
癒
力

に
よ
り
、
ま
た
体
験
や
家
族
の
構
成
に
よ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
段

階
の
子
ど
も
た
ち
が
い
る
の
だ
と
思
う
の
で
す
。
安
全
・
安
心

・
自
信
を
育
む
の
は
先
行
く
仲
間
と
し
て
の
大
人
で
す
が
、
大

人
の
思
惑
を
超
え
て
、
子
ど
も
は
発
達
し
て
行
く
と
い
う
の
が

児
童
図
書
館
で
、
ま
た
生
活
保
護
で
巡
り
会
っ
た
子
ど
も
た
ち

や
、
自
分
の
子
育
て
経
験
の
中
で
、
児
童
養
護
施
設
で
と
も
に

生
活
す
る
中
子
ど
も
た
ち
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と
で
す
。
」
と

応
じ
て
い
た
。

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
本
が
発
送
さ
れ
た
。

「
今
日
、
南
相
馬
市
一
八
箇
所
分
一
〇
冊
ず
つ
、
原
町
保
健
セ

ン
タ
ー
に
お
送
り
し
ま
し
た
。
共
通
『
そ
ら
に
げ
ろ
』
『
ト
リ

ゴ
ラ
ス
』
『
は
じ
め
て
読
む
童
話
集(

三)

ふ
し
ぎ
な
話
』
、
紙

芝
居
は
送
っ
た
リ
ス
ト
の
タ
イ
ト
ル
の
も
の
を
各
一
、
二
冊
、

現
在
購
入
し
て
ス
ト
ッ
ク
し
て
い
る
状
態
で
す
の
で
、
そ
れ
を

一
八
箇
所
に
ば
ら
し
ま
し
た
。
残
り
五
冊
は
、
ユ
ニ
セ
フ
や
偕

成
社
、
出
版
対
策
本
部
か
ら
の
寄
贈
本
の
中
か
ら
、
ぐ
り
と
ぐ

ら
、
エ
リ
ッ
ク
・
カ
ー
ル
、
昔
話
系
を
な
る
べ
く
選
ん
で
お
送

り
ま
し
た
。
内
容
は
一
八
箇
所
ば
ら
ば
ら
に
な
り
ま
す
。
こ
の

中
に
は
、
Ｗ
さ
ん
が
読
ま
れ
て
み
て
う
ま
く
沿
わ
な
い
も
の
も
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入
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
資
金
的
に
一
〇
冊
全
部

の
購
入
は
厳
し
い
の
で
、
こ
う
し
た
送
り
方
を
お
許
し
く
だ
さ

い
。
す
こ
し
小
さ
な
絵
本
が
多
く
、
読
み
聞
か
せ
に
は
不
都
合

も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
十
分
ご
要
望
に
応
じ
き
れ
て
い
な

い
と
思
い
ま
す
が
、
今
回
は
こ
れ
で
精
一
杯
か
と
。
次
回
は
今

回
の
読
み
聞
か
せ
の
様
子
か
ら
、
ぜ
ひ
こ
の
本
を
と
リ
ク
エ
ス

ト
し
て
く
だ
さ
い
。
Ｗ
さ
ん
の
ご
希
望
に
、
自
ず
と
沿
う
と
思

い
ま
す
。
」

現
地
に
本
が
届
く
と
原
町
保
健
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
の
Ｏ
さ

ん
か
ら
Ｋ
さ
ん
に
下
記
の
よ
う
な
メ
ー
ル
が
届
い
た
。

「
Ｋ
さ
ま

絵
本
た
ち
が
私
に
優
し
く
笑
い
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。

昔
、
娘
や
息
子
に
少
し
読
ん
で
や
っ
た
絵
本
も
あ
っ
て
、
す

ご
く
な
つ
か
し
か
っ
た
の
と
、
見
た
こ
と
も
な
い
絵
本
を
手
に

と
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
す
ご
く
き
れ
い
な
絵
だ
っ

た
り
、
う
ー
ん
と
う
な
ら
せ
て
も
ら
う
内
容
の
も
の
だ
っ
た
り

・
・
・
と
に
か
く
、
わ
く
わ
く
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

絵
本
の
力
は
す
ご
い
で
す
。

今
週
、
Ｗ
さ
ん
が
仮
設
集
会
所
の
サ
ロ
ン
で
読
ん
で
あ
げ

て
、
袋
包
み
を
届
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ま
だ
、
お
届
け
で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ
へ
は
、
私
が
責
任
を

持
っ
て
・
・
・
！
少
し
紙
芝
居
な
ど
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
、

お
届
け
し
て
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
当
に
、
素
敵
な
絵
本
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

わ
く
わ
く
し
て
、
肩
の
力
が
抜
け
て
き
ま
す
。
絵
本
て
、
や

っ
ぱ
り
す
ご
い
で
す
。

今
後
も
、
も
う
少
し
・
・
・
お
手
数
を
お
か
け
い
た
し
ま
す

が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
」

そ
の
後
、
南
相
馬
で
の
一
週
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
終

え
た
Ｗ
さ
ん
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。
八
月
上
旬
に
送
ら

れ
た
本
の
中
に
林
明
子
の
『
お
ふ
ろ
だ
い
す
き
』
や
『
ぐ
り
と

ぐ
ら
の
か
い
す
い
よ
く
』
が
混
じ
っ
て
い
た
が
、
仮
設
住
宅
の

膝
を
曲
げ
て
や
っ
と
入
れ
る
小
さ
な
お
風
呂
で
、
日
々
生
活
し

て
い
る
親
や
子
ど
も
に
大
き
な
お
風
呂
の
絵
本
は
ど
う
か
？
放

射
性
物
質
の
お
か
げ
で
外
で
遊
ぶ
こ
と
も
出
来
ず
、
も
ち
ろ
ん

海
で
泳
ぐ
こ
と
の
出
来
な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
子
ど
も
に

海
水
浴
の
本
は
ど
う
な
の
か
？
と
の
疑
問
を
呈
さ
れ
た
。
確
か

に
現
時
点
で
例
え
ば
津
波
の
出
て
く
る
絵
本
な
ど
は
避
け
た
方

が
良
い
だ
ろ
う
。
親
と
子
が
一
対
一
で
読
む
と
い
う
こ
と
で
あ

れ
ば
ま
だ
し
も
、
今
回
の
絵
本
は
複
数
の
子
ど
も
や
大
人
に
読

み
聞
か
せ
を
す
る
と
い
う
前
提
で
送
ら
れ
る
も
の
な
の
で
、
選

書
に
当
た
っ
て
は
細
心
の
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
い
う
の

が
，
Ｗ
さ
ん
と
私
の
見
解
で
そ
の
こ
と
を
巡
っ
て
是
非
三
人
で

会
っ
て
話
を
し
た
い
と
い
う
事
に
な
っ
た
。
Ｗ
さ
ん
、
Ｋ
さ
ん

共
に
立
川
近
辺
に
職
場
と
住
居
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、
八
月
二

四
日
に
立
川
市
立
中
央
図
書
館
の
四
階
子
ど
も
コ
ー
ナ
ー
で
待

ち
合
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
時
に
立
川
で
話
し
合
わ
れ
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た
内
容
は
以
下
の
よ
う
な
内
容
だ
っ
た
。

・
八
月
に
絵
本
が
届
い
た
の
は
九
日
で
仮
設
住
宅
に
は
一
一
日

前
後
に
届
い
て
い
る
の
で
、
今
後
毎
月
一
一
日
に
本
が
届
く
よ

う
に
し
よ
う
。

・
紙
芝
居
の
「
お
お
き
く
お
お
き
く
お
お
き
く
な
あ
れ
」
や

「
み
ん
な
で
ぽ
ん
」
「
ご
き
げ
ん
の
わ
る
い
コ
ッ
ク
さ
ん
」
等

は
保
育
園
な
ど
で
大
勢
の
幼
児
の
ま
え
で
や
る
に
は
良
い
紙
芝

居
だ
が
、
紙
芝
居
を
今
ま
で
や
っ
た
こ
と
の
な
い
若
い
生
活
支

援
相
談
員
が
大
人
も
子
ど
も
も
い
る
仮
設
住
宅
の
集
会
所
で
や

る
に
は
ど
う
か
？
む
し
ろ
昔
話
や
宮
沢
賢
治
な
ど
郷
土
に
関
わ

り
大
人
も
あ
る
程
度
楽
し
め
る
も
の
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

・
当
面
一
〇
〇
冊
を
目
標
に
し
、
そ
の
う
ち
絵
本
が
六
〇
冊
、

紙
芝
居
が
一
〇
冊
、
そ
の
他
が
、
幼
年
な
い
し
児
童
文
学
と
い

う
構
成
で
は
ど
う
か
。

さ
し
あ
た
っ
て
次
回
九
月
に
送
る
本
と
し
て
『
注
文
の
多
い

料
理
店
』
の
紙
芝
居(

童
心
社
）
、
長
新
太
の
絵
本
で
は
傑
作

『
ご
ろ
ご
ろ
に
や
ー
ん
』
（
福
音
館
書
店
）
を
是
非
と
い
う
こ

と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
前
回
送
る
予
定
に
な
っ
て
い
た
『
い
い

か
ら
い
い
か
ら
』
も
加
え
て
三
冊
送
る
予
定
に
し
た
。

そ
の
作
家
の
一
番
の
絵
本
を
選
ん
で
送
ろ
う
、
全
体
の
一
〇

〇
冊
を
な
ぜ
選
ん
だ
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
仮
設
住
宅
の
集
会

室
で
読
み
聞
か
せ
す
る
中
で
検
証
し
て
い
こ
う
話
に
な
っ
た

が
、
Ｗ
さ
ん
の
意
見
と
し
て
は
、
例
え
ば
モ
ー
リ
ス
・
セ
ン
ダ

ッ
ク
の
絵
本
と
い
え
ば
『
か
い
じ
ゅ
う
た
ち
の
い
る
と
こ
ろ
』

(

冨
山
房
）
が
自
他
共
に
認
め
る
一
番
の
本
と
い
う
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
が
、
仮
設
住
宅
に
送
る
本
と
し
て
は
、
む
し
ろ
会
話

を
誘
発
す
る
よ
う
な
『
あ
な
は
ほ
る
と
こ
お
っ
こ
ち
る
と
こ
』

（
岩
波
書
店
）
の
ほ
う
が
相
応
し
い
の
で
は
な
い
か
。
南
相
馬

市
に
は
二
〇
〇
九
年
一
二
月
に
開
館
し
た
ば
か
り
の
す
ば
ら
し

い
中
央
図
書
館
が
あ
り
、
し
っ
か
り
と
選
書
さ
れ
た
多
く
の
絵

本
や
児
童
文
学
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
が
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
と

し
て
あ
る
と
考
え
て
、
仮
設
住
宅
に
住
む
子
と
親
の
た
め
と
、

よ
り
狙
い
を
絞
り
込
み
、
よ
り
自
由
な
、
選
書
を
考
え
よ
う
と

い
う
話
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
現
地
に
は
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
入
っ

て
活
動
し
て
い
る
が
、
Ｗ
さ
ん
は
こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
送
っ

て
下
さ
っ
た
。

「
私
は
今
回
、
自
分
の
至
ら
な
さ
を
噛
み
締
め
な
が
ら
活
動
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
し
た
。
み
ん
な
で
「
ふ
る
さ
と
」
を
歌
っ
て

い
る
時
、
参
加
さ
れ
て
い
る
方
が
「
私
の
ふ
る
さ
と
は
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
」
と
叫
び
、
泣
き
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
良
か
れ
と
思
い
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
人
の
こ
こ
ろ
の

傷
を
開
け
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
こ
と
を
、
前
回
と
比
べ
て
な

お
一
層
私
に
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
南
相
馬
市
は

津
波
で
被
害
が
出
た
地
域
に
加
え
、
立
ち
入
り
禁
止
の
地
域
が

約
三
分
の
一
あ
り
、
浪
江
町
な
ど
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
に
よ
り
近
い
方
も
南
相
馬
の
仮
設
住
宅
に
入
居
さ
れ
て
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い
る
よ
う
で
す
。
被
災
地
の
外
か
ら
支
援
に
入
る
私
た
ち
に
は

良
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
本
当
に
そ
れ
で
良
い
の
か
と
謙
虚
に

検
証
し
て
行
く
作
業
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
被
災
を
受
け
続
け

ら
れ
て
い
る
方
々
の
お
話
に
謙
虚
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
が
南
相

馬
で
援
助
に
取
り
組
む
者
と
し
て
必
須
の
要
件
と
な
っ
て
い
る

の
で
す
。
」

ま
た
「
私
は
仮
設
住
宅
の
集
会
所
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
知

り
合
っ
た
膝
痛
の
あ
る
方
に
リ
ハ
ビ
リ
と
い
う
治
療
方
法
が
あ

る
と
案
内
し
ま
し
た
。
南
相
馬
市
立
総
合
病
院
に
リ
ハ
ビ
リ
科

が
あ
る
の
は
ネ
ッ
ト
で
知
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
理
学
療
法
士

に
膝
の
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
る
の
も
ひ
と
つ
の
手
段
で
す
と
お
話

し
し
た
の
で
す
。
し
か
し
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
建
家
の
爆
発
で
理
学
療
法
士
が
一
人
も
い
な
く
な
っ
た
こ
と

（
そ
の
人
た
ち
を
責
め
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
も
し
仮
に
私

が
子
ど
も
や
家
族
を
抱
え
そ
の
時
居
続
け
た
保
障
は
ど
こ
に
も

あ
り
ま
せ
ん
）
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
終
わ
っ
た
あ
と
、
保

健
セ
ン
タ
ー
に
帰
り
記
録
を
制
作
し
て
い
る
時
に
、
Ｏ
さ
ん

が
、
言
い
に
く
そ
う
に
、
し
か
し
は
っ
き
り
と
、
状
況
を
説
明

し
て
く
れ
、
Ｗ
さ
ん
そ
れ
は
東
京
の
常
識
で
す
。
こ
こ
は
東
京

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
南
相
馬
ま
で
行

き
、
三
月
一
一
日
以
降
日
々
最
大
限
の
力
を
出
し
て
仕
事
を
し

て
い
る
人
々
の
足
を
引
っ
張
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
申
し
訳
が

な
く
、
い
た
た
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
」

さ
て
、
九
月
に
送
る
予
定
だ
っ
た
紙
芝
居
の
『
注
文
の
多
い

料
理
店
』
は
現
在
品
切
れ
で
入
手
出
来
な
い
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
そ
こ
で
替
わ
り
の
紙
芝
居
を
何
に
す
る
か
と
い
う
こ
と

で
、
Ｗ
さ
ん
が
提
案
し
た
の
は
『
か
っ
ぱ
の
す
も
う
』
（
渋
谷

勲
・
脚
本
、
絵
：
梅
田

俊
作
、
童
心
社
）
だ
っ
た
。
そ
の
理

由
と
し
て
Ｗ
さ
ん
は
以
下
の
四
点
を
挙
げ
て
い
る
。

一
、
お
米
の
話
。
福
島
は
お
米
の
産
地
で
す
。
放
射
線
（
風
評

も
含
む
）
で
売
れ
る
か
ど
う
か
、
い
ま
不
安
を
感
じ
な
が
ら
、

田
ん
ぼ
で
お
米
を
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

二
、
笑
い
話
。
笑
い
飛
ば
す
こ
と
を
し
た
い
で
す
。

三
、
絵
が
い
い
し
、
文
も
い
い
。
読
ん
で
い
て
楽
し
い
で
す
。

四
、
南
相
馬
の
言
葉
で
演
じ
ら
れ
ま
す
。
少
し
、
ア
ド
リ
ブ
心

が
あ
れ
ば
地
元
の
方
な
ら
可
能
で
す
。
わ
た
く
し
は
『
な
げ
え

は
な
し
こ
し
か
へ
が
な
』
（
作
：
北

彰
介
、
絵
：
太
田

大

八
、
銀
河
社
）
で
お
読
み
し
た
よ
う
に
東
北
の
言
葉
の
よ
う
な

感
じ
で
演
じ
ま
す
。

こ
の
紙
芝
居
と
前
回
間
に
合
わ
な
か
っ
た
『
い
い
か
ら
、
い

い
か
ら
』
と
『
ご
ろ
ご
ろ
に
ゃ
ー
ん
』
を
九
月
一
一
日
に
合
わ

せ
て
発
送
し
た
。

Ｗ
さ
ん
か
ら
Ｋ
さ
ん
に
『
か
っ
ぱ
の
す
も
う
』
は
大
受
け
だ

っ
た
と
い
う
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。

と
こ
ろ
で
、
紙
芝
居
を
演
じ
る
際
に
舞
台
が
あ
っ
た
ら
と
い

う
話
が
Ｗ
さ
ん
か
ら
あ
り
、
い
く
つ
か
当
た
っ
た
と
こ
ろ
、
大

阪
の
わ
ん
ぱ
く
文
庫
の
Ｔ
さ
ん
か
ら
下
記
の
よ
う
な
メ
ー
ル
が
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届
い
た
。

「
家
に
、
以
前
、
家
庭
文
庫
を
し
て
い
た
時
の
舞
台
が
あ
り
ま

す
。
来
て
く
れ
て
い
た
子
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
、
あ
ち
こ
ち
の

図
書
館
な
ど
を
見
て
歩
い
て
、
工
夫
し
て
、
制
作
し
て
く
だ
さ

っ
た
も
の
で
す
。
今
は
、
使
う
こ
と
が
な
い
の
で
す
が
、
図
書

館
の
催
し
に
持
っ
て
い
く
こ
と
が
あ
る
か
な
し
か
で
す
。
こ
の

舞
台
の
も
と
に
な
っ
て
く
れ
た
Ｍ
君
は
、
中
学
二
年
の
夏
休
み

に
交
通
事
故
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
彼
が
文
庫
の
た
め
に
缶
に

貯
め
て
く
れ
て
い
た
貯
金
箱
も
遺
品
と
し
て
残
り
、
二
〇
年
た

っ
て
も
、
使
え
な
い
ま
ま
、
今
も
私
の
机
の
前
に
置
い
て
い
ま

す
。
こ
の
舞
台
が
、
福
島
の
子
ど
も
た
ち
に
役
立
つ
な
ら
、
ど

ん
な
に
か
、
救
わ
れ
る
思
い
で
す
。
お
母
さ
ん
に
も
、
お
知
ら

せ
し
た
ら
、
喜
ん
で
下
さ
る
と
思
い
ま
す
。
少
し
角
が
は
げ
て

い
る
の
で
、
今
日
、
ペ
ン
キ
を
塗
っ
て
お
き
ま
す
。
こ
れ
で
よ

か
っ
た
ら
、
送
り
先
を
教
え
て
下
さ
い
。
」

そ
こ
で
Ｗ
さ
ん
の
自
宅
に
ペ
ン
キ
で
修
理
さ
れ
た
紙
芝
居
舞

台
が
届
い
た
の
だ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
Ｗ
さ
ん
が
出
し
た
メ

ー
ル
。

「
昨
日
紙
芝
居
の
舞
台
が
届
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
思
い
が
詰
ま
っ
た
舞
台
を
胸
に
抱
え
て
、
九
月
四
日
南

相
馬
市
に
向
か
お
う
と
思
い
ま
す
。
大
切
な
手
紙
を
携
え
て
。

だ
っ
て
、
お
手
紙
を
読
む
と
、
宅
配
便
で
送
る
こ
と
は
出
来
な

く
な
り
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
少
々
重
い
で
す
が
、
こ
め
ら
れ

た
命
の
重
さ
に
替
え
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
福
島
駅
か
ら
バ

ス
に
揺
ら
れ
て
相
馬
に
、
相
馬
の
オ
ー
ト
バ
イ
屋
さ
ん
に
預
け

た
バ
イ
ク
の
荷
台
に
乗
せ
て
南
相
馬
の
原
町
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

と
運
ん
で
行
か
せ
て
頂
き
ま
す
。
当
面
は
き
っ
と
鹿
島
区
社
会

福
祉
協
議
会
の
生
活
支
援
相
談
員
の
方
々
と
車
で
各
仮
設
住
宅

集
会
所
を
飛
び
回
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
う
ち
ど
こ
か
に
落

ち
着
き
場
所
を
お
の
ず
と
見
つ
け
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

最
後
は
素
敵
な
南
相
馬
市
中
央
図
書
館
の
読
み
聞
か
せ
コ
ー
ナ

ー
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
た
ち
に
見
つ
め
ら

れ
仮
設
住
宅
の
日
々
を
終
え
た
あ
と
は
。
何
年
先
の
こ
と
な
の

で
し
ょ
う
か
。
八
月
一
日
か
ら
各
仮
設
住
宅
を
回
り
出
し
た
生

活
支
援
相
談
員
。
そ
の
一
人
の
Ｔ
さ
ん
は
（
二
〇
代
前
半
の
お

兄
さ
ん
で
す
。
背
が
高
く
笑
顔
が
素
敵
で
す
）
、
八
月
一
一
日

に
配
り
始
め
た
一
〇
冊
の
本
の
中
の
紙
芝
居
を
、
そ
の
日
か
ら

子
ど
も
た
ち
に
読
み
出
し
た
そ
う
で
す
。
一
二
日
の
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
の
現
場
で
、
そ
の
こ
と
を
同
僚
の
ケ
ア
ー
ワ
ー
カ
ー
の

方
か
ら
聞
き
ま
し
た
。
舞
台
が
な
い
の
で
抜
き
差
し
が
難
し
い

と
本
人
は
言
っ
て
い
ま
し
た
。
き
っ
と
喜
び
ま
す
。
福
島
市
か

ら
伊
達
市
の
山
の
中
に
入
り
、
バ
ス
が
行
く
中
村
街
道
沿
い
を

宇
多
川
（
う
だ
が
わ
）
が
太
平
洋
へ
と
流
れ
下
り
ま
す
。
霊
山

（
り
ょ
う
ぜ
ん
）
と
い
う
と
こ
ろ
を
分
水
嶺
と
し
た
清
流
で

す
。
霊
山
よ
り
西
は
石
田
川
が
流
れ
ま
す
。
途
中
で
広
瀬
川
に

合
流
し
、
や
が
て
阿
武
隈
川
に
入
り
ま
す
。
バ
ス
か
ら
遥
か
下

を
流
れ
る
川
は
澄
ん
で
、
上
か
ら
大
き
な
岩
魚
の
陰
を
見
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。
バ
ス
か
ら
手
を
振
る
と
川
原
で
こ
ち
ら
を
眺
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め
て
い
た
中
学
生
と
思
わ
れ
る
男
の
子
た
ち
が
手
を
振
り
返
し

て
く
れ
ま
す
。
Ｍ
君
が
思
い
を
馳
せ
て
い
た
旅
先
は
、
山
な
の

で
し
ょ
う
か
、
川
な
の
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
と
も
海
な
の
で
し

ょ
う
か
。
き
っ
と
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
と
思
う
の
は
残
さ
れ

た
私
た
ち
の
勝
手
な
思
い
な
の
で
し
ょ
う
か
。
沖
縄
で
は
、
こ

う
い
う
気
持
ち
を
「
肝
苦
し
い
」
（
ち
む
ぐ
る
さ
ー
）
と
表
現

す
る
と
聞
き
ま
す
。

こ
の
思
い
を
南
相
馬
に
暮
ら
し
、
ま
た
働
く
方
々
へ
と
届
け
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
。
Ｔ
さ
ん
。
Ｍ
君
の
お
母
様
に

は
、
ま
ず
、
わ
た
し
か
ら
、
明
日
、
葉
書
を
お
届
け
し
ま

す
。
」

そ
し
て
Ｗ
さ
ん
が
数
日
後
に
出
し
た
メ
ー
ル
。

「
お
元
気
で
し
ょ
う
か
。
暑
さ
の
中
に
も
秋
の
気
配
を
少
し
感

じ
さ
せ
る
よ
う
な
す
が
す
が
し
い
風
が
吹
き
ま
す
。
ご
報
告
す

る
の
が
遅
く
な
っ
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
八
月
二
五
日
に

日
帰
り
で
南
相
馬
に
行
く
用
事
が
出
来
、
紙
芝
居
の
舞
台
と
一

緒
に
旅
行
を
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
市
民
の
健
康
と
福
祉
を
守

る
前
線
司
令
部
と
い
う
様
相
を
呈
し
て
い
ま
す
原
町
保
健
セ
ン

タ
ー
の
、
Ｏ
保
健
師
さ
ん
に
舞
台
を
手
渡
し
ま
し
た
。
私
も
一

緒
に
梱
包
を
ほ
ど
き
、
初
め
て
見
た
の
で
す
が
、
そ
れ
は
立
派

な
も
の
で
驚
き
ま
し
た
。
お
ま
け
に
携
帯
用
に
、
袋
ま
で
付
い

て
い
る
と
は
。
Ｏ
さ
ん
は
早
速
舞
台
を
袋
に
入
れ
て
、
肩
に
担

い
で
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
の
行
く
末
は
九
月
四
日
か
ら
訪
れ

る
時
に
わ
か
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
連
絡
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
」

｢

東
京
漢
点
字
羽
化
の
会｣

例
会･

講
習
会
報
告
と

わ
た
く
し
ご
と

木
村

多
恵
子

第

回
例
会

２
０
１
１
年
８
月

日(

水)

：

～

69

10

13

30

：

場
所

ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
竹
芝
小
ホ
ー
ル

15

30

８
月
第
２
週
か
ら
９
月
第
１
週
ま
で
の
「
花
を
ひ
ろ
う
」
の

当
番
の
組
み
合
わ
せ
を
作
っ
た
。

８
月

日
の
点
字
印
刷
を
し
て
い
た
だ
く
方
を
決
め
て
い
た

17

だ
い
た
。
今
回
は
お
一
人
で
お
仕
事
を
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
に

き
ま
っ
た
が
、
結
果
と
し
て
お
二
人
で
行
っ
て
い
た
だ
け
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

エ
デ
ィ
タ
で
入
力
し
て
い
る
と
、
お
お
よ
そ
４
千
バ
イ
ト
入

力
す
る
と
、
そ
れ
以
後
の
文
字
は
入
力
で
き
な
い
、
と
の
提
起

が
な
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
４
千
バ
イ
ト
一
杯
に
な
る
少
し
手
前
の
、
文
章
の

切
り
の
よ
い
と
こ
ろ
で
、
Ω
（
大
文
字
の
オ
メ
ガ
）
記
号
を
入

れ
て
、
改
行
し
、
行
頭
か
ら
文
章
を
入
れ
る
こ
と
に
し
た
。
こ

れ
は
、
後
で
Ω
記
号
を
外
し
て
、
文
章
を
繋
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。こ

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
エ
デ
ィ
タ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
検
討

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
。
８
月

日
現
在
も
、
メ
ー
ル
交

11
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換
に
よ
っ
て
検
討
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

古
語
辞
典
に
つ
い
て
：

古
語
辞
典
に
朝
鮮
語
の
発
音
記
号

に
つ
い
て
、
相
談
し
た
。
こ
の
問
題
も
、
随
時
検
討
し
な
お
す

こ
と
も
あ
る
よ
う
だ
。

古
語
辞
典
の
入
力
は
、
各
自
少
し
ず
つ
進
捗
状
況
に
よ
っ

て
、
原
本
を
お
持
ち
帰
り
に
な
っ
た
。

寺
山
修
司
の
歌
集
は
入
力
を
ほ
ぼ
終
え
て
校
正
デ
ー
タ
が
頻

繁
に
交
換
さ
れ
て
い
る
。

横
浜
で
、
新
会
員
を
募
集
す
る
こ
と
に
し
、

月
、

月
に

10

11

渡
っ
て
３
回
講
習
会
を
す
る
の
に
対
し
、
東
京
で
も
行
お
う

か
？
と
の
話
が
出
さ
れ
た
が
、
東
京
は
来
春
に
す
る
こ
と
に
し

た
。第

回
例
会

２
０
１
１
年
９
月
７
日(

水)
：

～

70

13

30

：

場
所

ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
竹
芝
小
ホ
ー
ル

15

30

「
羽
化

号
」
を
お
配
り
し
た
。

87

い
つ
も
の
よ
う
に
「
花
を
ひ
ろ
う
」
の
グ
ル
ー
プ
を
決
め

た
。９

月

日
の
横
浜
で
の
点
字
印
刷
を
、
今
月
は
お
一
人
の
方

21

が
担
当
し
て
下
さ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
９
月

日
は
あ
い

21

に
く

号
台
風
に
遭
遇
し
て
し
ま
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
お

15

二
人
が
行
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
交
通
網
が
絶
た
れ
て
ご
苦
労
を

お
か
け
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
古
語
辞
典
」
の
難
解
文
字
の
扱
い
方
を
ま
だ
い
ろ
い
ろ
試

行
錯
誤
し
て
、
よ
り
よ
い
も
の
を
作
ろ
う
と
、
皆
さ
ん
で
工
夫

し
、
話
し
合
っ
て
い
る
。

エ
デ
ィ
タ
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
８
月
の
例
会
で
決
め
た
方

法
で
入
力
す
る
こ
と
に
し
た
。

＊

予
告

月
の
例
会
、
（
第

回
）
２
０
１
１
年

月

日
（
水
）

10

71

10

12

：

～

：

、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
竹
芝
小
ホ
ー
ル

13

30

15

30

第

回
学
習
会
、
２
０
１
１
年

月

日
（
土
）
、
ヒ
ュ
ー

53

10

22

マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
第
１
会
議
室

月
の
例
会
、
（
第

回
）
２
０
１
１
年

月
９
日
（
水
）

11

72

11

：

～

：

、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
第
１
会
議
室

13

30

15

30

月
の
学
習
会
（
第

回
）
２
０
１
１
年

月

日
（
土
）

11

54

11

19

：

～

：

、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
第
１
会
議
室

18

30

20

30

月
の
例
会
、
（
第

回
）
２
０
１
１
年

月
７
日
（
水
）

12

73

12

：

～

：

、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
竹
芝
小
ホ
ー
ル

13

30

15

30

月
の
学
習
会
（
第

回
）
２
０
１
１
年

月

日
（
土
）

12

55

12

17

：

～

：

、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
第
１
会
議
室

18

30

20

30

わ
た
く
し
ご
と

前
回
、
羽
化

号
（
２
０
１
１
年
８
月
発
行
）
で
わ
た
し

87

は
、
自
分
の
編
み
物
体
験
や
、
蚕
に
ま
つ
わ
る
子
供
の
頃
の
思

い
出
を
書
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。
何
故
こ
の
よ
う
な
事
柄
に
心
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が
動
い
た
か
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
続
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。わ

た
し
は
結
婚
し
て
か
ら
も
編
み
物
を
続
け
て
い
た
。
か
ぎ

針
に
も
挑
戦
し
、
オ
リ
ム
パ
ス
の

番
と
い
う
細
い
レ
ー
ス
糸

18

を
使
っ
て
み
た
が
、
わ
た
し
の
指
先
で
は
き
れ
い
に
目
を
拾
う

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
方
眼
編
み
で
小
さ
な
テ
ー
ブ
ル

セ
ン
タ
ー
を
編
ん
だ
が
、
物
足
り
な
い
。
同
じ
メ
ー
カ
ー
の
40

番
を
使
う
と
、
目
を
す
く
い
取
る
こ
と
は
で
き
た
が
、
全
体
と

し
て
糸
が
太
す
ぎ
て
ゴ
ロ
つ
い
た
感
じ
が
好
き
に
な
れ
ず
、
手

頃
な
素
材
は
な
い
も
の
か
と
探
し
て
い
た
。

そ
ん
な
あ
る
と
き
、
行
き
つ
け
の
デ
パ
ー
ト
の
手
芸
品
コ
ー

ナ
ー
の
方
が
、
「
新
し
い
夏
糸
が
入
り
ま
し
た
。
こ
れ
な
ら
目

も
は
っ
き
り
出
る
の
で
、
編
み
や
す
い
の
で
は
？
」
と
、
ハ
マ

ナ
カ
シ
ル
キ
の
サ
マ
ー
ヤ
ー
ン
の
中
細
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
っ

た
。ま

ず
試
し
に
一
個
だ
け
買
っ
て
帰
り
編
ん
で
み
る
と
、
な
る

ほ
ど
、
大
き
め
の
模
様
に
す
れ
ば
か
ぎ
針
で
カ
ー
デ
ガ
ン
も
編

め
そ
う
だ
。
早
速
そ
の
た
め
の
糸
を
買
っ
て
き
た
。
そ
れ
か
ら

い
ろ
い
ろ
な
模
様
を
楽
し
み
な
が
ら
何
枚
か
編
ん
だ
。

あ
る
と
き
、
こ
の
糸
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
が
、
「
今
度

は
ス
カ
ー
ト
を
編
ん
で
は
？
」
と
勧
め
て
く
だ
さ
っ
た
。
か
ぎ

針
で
長
編
み
一
段
と
細
編
み
一
段
を
交
互
に
編
む
と
、
す
っ
き

こ
ま

り
し
て
、
し
か
も
編
み
目
も
拾
い
や
す
い
。
裏
地
も
付
け
な
く

て
も
大
丈
夫
と
い
う
の
で
、
安
心
し
て
編
ん
だ
。
履
き
心
地
も

カ
ッ
チ
リ
と
し
て
気
持
ち
が
い
い
。
増
し
目
で
作
っ
た
フ
レ
ヤ

ー
も
き
れ
い
に
出
て
い
る
と
い
う
。
す
っ
か
り
う
れ
し
く
な
っ

て
、
こ
れ
も
何
枚
も
編
ん
だ
。

糸
の
太
さ
、
何
本
取
り
に
す
る
か
、
糸
の
縒
り
方
加
減
な
ど

が
編
み
よ
さ
や
、
編
み
上
が
り
の
風
合
い
を
決
め
る
こ
と
も
実

感
と
し
て
分
か
っ
て
き
た
。
そ
し
て
当
然
色
と
色
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
も
大
切
な
こ
と
な
の
で
、
色
選
び
は
売
り
場
の
い
つ
も
の

方
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
。

お
勝
手
仕
事
を
し
な
が
ら
ラ
ジ
オ
を
聞
い
て
い
た
と
き
の
こ

と
で
あ
る
。

「
樹
や
花
に
は
勢
い
が
盛
ん
な
と
き
と
、
盛
り
を
過
ぎ
て
休

眠
状
態
に
入
っ
て
、
次
の
年
の
た
め
の
準
備
を
し
て
い
る
と
き

と
が
あ
る
。
そ
れ
は
わ
た
し
た
ち
の
目
に
は
見
え
な
い
と
こ
ろ

で
、
樹
の
内
部
で
行
わ
れ
て
い
る
。
」
と
い
う
話
を
し
て
い

る
。
わ
た
し
は
耳
を
そ
ば
だ
て
た
。
放
送
の
終
わ
り
で
、
志
村

ふ
く
み
さ
ん
と
い
う
女
性
、
染
織
家
、
織
り
も
手
が
け
て
い
る

人
だ
と
分
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
志
村
さ
ん
の
本
を
探
し
、
読

ん
で
い
く
と
素
晴
ら
し
い
話
が
い
っ
ぱ
い
出
て
く
る
。

た
と
え
ば
、
梅
の
木
の
場
合
、
梅
の
花
が
咲
き
誇
る
時
期
で

は
な
く
、
枝
が
ほ
ん
の
り
赤
み
を
帯
び
、
蕾
が
で
き
は
じ
め
る

頃
の
枝
を
集
め
て
、
そ
の
枝
を
釜
一
杯
に
入
れ
て
煮
出
す
と
、
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煮
上
が
っ
た
液
は
底
光
り
の
す
る
青
み
が
か
っ
た
琥
珀
色
に
な

る
。
そ
の
液
に
白
糸
を
漬
け
る
と
、
糸
は
青
み
の
淡
い
琥
珀
色

に
染
ま
る
。
一
方
、
集
め
た
枝
の
大
半
は
媒
染
用
に
焼
い
て
灰

を
作
る
。
そ
の
灰
に
熱
湯
を
注
ぎ
、
そ
の
上
澄
み
液
を
取
る
。

そ
の
灰
液
の
中
に
、
先
ほ
ど
釜
で
枝
を
煮
出
し
て
作
っ
た
液
に

漬
け
て
染
め
た
糸
を
漬
け
る
と
、
次
第
に
青
み
は
消
え
、
紅
が

差
す
よ
う
な
琥
珀
色
に
定
着
す
る
。
梅
に
は
梅
の
、
桜
に
は
桜

の
媒
染
が
最
も
よ
い
の
だ
と
志
村
さ
ん
は
書
い
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
満
開
の
花
の
時
期
の
枝
か
ら
は
、
同
じ
よ
う
な
工

程
で
糸
を
染
め
て
も
、
も
う
木
の
勢
い
は
衰
え
て
、
美
し
い
色

に
は
な
ら
ず
、
色
あ
せ
た
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。

わ
た
し
に
と
っ
て
は
、
織
り
も
、
染
め
も
ま
っ
た
く
想
像
の

世
界
で
し
か
わ
か
ら
な
い
の
だ
け
れ
ど
、
草
木
染
め
の
話
、
織

物
の
話
に
興
味
は
ぐ
ん
ぐ
ん
引
き
寄
せ
ら
れ
た
。

ど
ん
な
植
物
の
、
ど
の
部
分
を
、
ど
の
地
域
で
、
ど
の
時
期

に
採
取
す
る
か
。
も
っ
と
細
か
く
言
え
ば
、
雨
上
が
り
が
よ
い

か
、
晴
天
続
き
が
よ
い
か
、
朝
か
、
夕
方
か
も
含
め
て
入
念
に

そ
の
頃
合
い
を
は
か
り
、
採
取
し
た
あ
と
の
処
理
方
法
や
保
存

法
に
も
注
意
を
は
ら
い
、
媒
染
剤
と
し
て
な
に
を
使
え
ば
、
ど

ん
な
色
が
染
め
ら
れ
る
か
。

織
り
に
つ
い
て
も
、
地
色
の
縦
糸
と
横
糸
の
基
本
の
色
を
決

め
る
。
織
り
込
む
横
糸
の
何
本
か
に
一
本
、
異
な
る
色
を
入
れ

る
こ
と
で
、
そ
の
布
が
生
き
も
死
に
も
す
る
話
。
横
糸
は
一
色

か
、
多
色
か
同
系
色
か
反
対
色
か
、
織
り
込
む
糸
の
太
さ
を
わ

ざ
と
変
え
る
な
ど
、
夢
の
中
に
ま
で
糸
と
色
と
が
追
い
か
け
て

く
る
の
だ
と
彼
女
は
云
う
。

植
物
で
染
め
た
布
は
山
や
野
原
や
川
と
い
っ
た
自
然
の
中
に

ポ
ン
と
置
い
て
も
、
周
囲
に
溶
け
込
ん
で
違
和
感
は
な
い
と
い

う
。わ

た
し
は
和
服
を
着
る
の
が
好
き
で
あ
る
。
春
、
夏
、
冬
の

休
暇
、
と
く
に
お
正
月
は
着
物
を
着
る
の
が
楽
し
み
で
あ
っ

た
。
母
は
い
ろ
い
ろ
工
面
し
て
、
一
枚
の
着
物
を
姉
か
ら
わ
た

し
へ
と
縫
い
変
え
て
い
た
。
わ
た
し
が
と
く
に
お
気
に
入
り
だ

っ
た
の
は
、
薄
緑
色
の
絽
の
着
物
で
、
し
ゃ
っ
き
り
し
た
感
触

ろ

も
好
き
で
あ
っ
た
。
そ
の
絽
は
お
端
折
り
も
な
く
な
る
ほ
ど
毎

は

し

よ

年
着
て
い
た
が
、
あ
る
夏
の
終
わ
り
に
、
母
が
「
こ
れ
は
も
う

な
に
に
も
作
り
変
え
ら
れ
な
い
わ
ね
え
」
と
残
念
そ
う
に
云
っ

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
お
正
月
に
、
こ
の
絽
を
お
ひ
ふ
と
し
て
縫

い
変
え
て
く
れ
た
の
だ
。
夏
の
絽
を
お
正
月
に
着
る
の
は
季
節

の
「
着
合
わ
せ
違
反
」
で
は
あ
る
が
、
ど
の
み
ち
外
出
着
と
し

て
着
る
の
で
は
な
い
の
で
、
母
は
お
ひ
ふ
に
し
た
の
で
あ
る
。

〈
ひ
ふ
〉
と
い
う
の
は
袂
の
無
い
道
行
コ
ー
ト
と
い
お
う
か
。

母
は
そ
の
冬
、
新
し
い
着
物
を
縫
っ
て
く
れ
た
が
、
羽
織
ま
で

作
る
に
は
余
裕
が
な
く
、
仕
方
な
く
こ
の
絽
で
間
に
合
わ
せ
た

の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
わ
た
し
は
新
し
い
着
物
よ
り
、
こ
の
お
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ひ
ふ
の
ほ
う
を
喜
ん
だ
の
で
、
母
は
思
い
が
け
な
い
わ
た
し
の

反
応
に
驚
き
、
ほ
っ
と
し
た
の
だ
と
、
か
な
り
あ
と
に
な
っ

て
、
こ
の
絽
に
つ
い
て
母
と
話
し
た
と
き
、
懐
か
し
そ
う
に
話

し
て
い
た
。

そ
の
後
も
わ
た
し
の
各
地
方
の
、
紬
や
大
島
や
縮
み
な
ど
に

ま
つ
わ
る
本
を
あ
れ
こ
れ
読
ん
で
い
た
。
横
幅

セ
ン
チ
ほ
ど

36

の
と
こ
ろ
に
亀

甲

絣
を

か
ら

模
様
を
織
り
込
む
機
織
名

き
つ
こ
う
が
す
り

30

60

手
の
話
も
読
ん
で
驚
い
て
い
た
。

デ
パ
ー
ト
で
開
か
れ
た
、
「
東
京
の
伝
統
工
芸
展
」
で
、
八

王
子
や
東
村
山
の
機
織
り
の
実
践
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
立
機
を

た
ち
ば
た

見
せ
て
い
た
だ
い
た
。
「
イ
ザ
リ
機
も
あ
り
ま
す
か
？
」
と
お

ば
た

聞
き
す
る
と
、
「
も
う
イ
ザ
リ
を
な
さ
る
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
ら

な
く
な
り
ま
し
た
」
と
仰
っ
た
。
「
機
を
織
っ
て
ご
ら
ん
に
な

り
ま
せ
ん
か
？
」
と
や
さ
し
い
女
性
が
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た

が
、
さ
す
が
の
わ
た
し
も
、
長
を
ほ
ん
の
少
し
動
か
す
こ
と
さ

お
さ

え
控
え
た
。
や
っ
て
み
た
い
の
は
や
ま
や
ま
で
う
ず
う
ず
し
て

い
た
け
れ
ど
、
後
で
１
本
の
糸
を
反
故
す
こ
と
が
ど
ん
な
に
厄

介
な
こ
と
か
検
討
が
つ
く
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
工
芸
展
で
わ
た
し
が
魅
せ
ら
れ
た
の
は
、
玉
織
り
で
あ

た

ま

お

っ
た
。
手
触
り
の
柔
ら
か
な
や
さ
し
さ
に
満
ち
た
、
そ
れ
で
い

て
張
り
の
あ
る
反
物
で
あ
る
。
こ
の
織
物
を
、
仕
立
て
て
こ
の

身
に
纏
っ
た
な
ら
、
ど
ん
な
に
着
心
地
よ
く
、
わ
た
し
自
身
の

中
か
ら
や
さ
し
さ
を
引
き
出
し
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
ほ
ど
の
し
な
や
か
さ
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
わ
た
し

に
は
と
て
も
と
て
も
手
を
出
せ
る
よ
う
な
お
値
段
で
は
な
か
っ

た
が
、
こ
う
い
う
も
の
に
触
れ
ら
れ
た
こ
と
だ
け
で
も
満
ち
足

り
た
思
い
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
わ
た
し
に
「
機
織
り
を
や
っ
て

ご
ら
ん
な
さ
い
」
と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
、
あ
の
上
品

で
、
し
か
も
親
し
げ
に
話
し
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
涼
や
か
な
声

も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
し
て
、
鈴
木
牧
之
の
『
北
越
雪
譜
』
を
読
ん
で
い
た
と
き

ぼ

く

し

ほ
く
え
つ
せ
つ
ぷ

の
衝
撃
！

小
千
谷
縮
と
い
え
ば
、
夏
着
と
し
て
最
高
の
着
物
で
あ
る
。

お

じ

や

ち

じ

み

鈴
木
牧
之
は
こ
の
縮
み
を
織
る
女
性
の
逸
話
を
書
い
て
い
る
。

刺
草
科
の
多
年
草
の

苧

が
２
メ
ー
ト
ル
程
度
に
育
っ
た

か
ら
む
し

ら
、
茎
を
採
取
し
、
繊
維
を
取
っ
て
細
く
裁
い
て
、
そ
れ
を
縒

り
合
わ
せ
る
。
こ
の
こ
と
を
「
苧
績
」
と
い
う
。
こ
の
苧
績
し

お

う

み

た
糸
で
織
っ
た
布
を
灰
汁
に
漬
け
て
水
洗
い
し
、
雪
上
に
晒
し

あ

く

て
光
沢
を
出
す
。
苧
は
ご
く
上
品
で
、
普
通
は
麻
を
使
う
。
こ

の
苧
や
麻
の
繊
維
が
強
く
縒
ら
れ
、
そ
の
縒
り
が
戻
る
こ
と
に

よ
っ
て
〈
縮
み
〉
と
な
り
、
夏
の
涼
感
を
作
り
出
す
の
で
あ

る
。『

北
越
雪
譜
』
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
１
７
、
８
歳
の
娘
が
、

こ
の
苧
績
か
ら
織
ま
で
端
正
込
め
て
全
て
一
人
で
や
り
お
お
せ

た
。
さ
て
、
晒
屋
か
ら
母
親
が
一
反
の
白
布
を
持
ち
帰
っ
た
。

娘
は
張
り
詰
め
た
思
い
で
開
い
て
見
る
と
、
な
ん
と
銭
の
大
き

さ
ほ
ど
の
浸
み
が
で
き
て
い
た
。
娘
は
、
こ
の
愛
お
し
い
縮
み

し

を
顔
に
押
し
当
て
、
母
親
の
膝
に
泣
き
崩
れ
た
。
以
後
彼
女
は
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家
の
中
を
歩
き
回
り
、
意
味
不
明
な
言
葉
を
呟
き
続
け
た
。
親

も
近
所
の
も
の
も
、
そ
の
心
の
う
ち
を
思
い
や
っ
て
は
い
る
も

の
の
、
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
悲
惨
な
話
で

あ
る
。

成
人
が
着
る
１
着
分
の
１
反
（
お
よ
そ
横

セ
ン
チ
、
縦

36

10

メ
ー
ト
ル
）
の
反
物
を
織
る
に
は
、
苧
績
か
ら
は
じ
ま
っ
て
布

と
し
て
仕
上
げ
る
に
は
、
織
り
の
部
分
だ
け
で
も
２
万
４
４
８

４
度
も
手
を
動
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

精
魂
込
め
て
織
っ
た
反
物
が
灰
汁
に
漬
け
ら
れ
た
段
階
か
、

恐
ら
く
雪
上
で
晒
し
て
い
る
間
に
悲
劇
が
起
き
て
し
ま
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
そ
の
「
し
み
」
を
最
初
に
見
つ
け
た
人
の
驚
愕
は

大
変
な
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
し
て
不
可
抗
力
と
は
い

え
、
実
際
に
「
し
み
」
を
つ
け
て
し
ま
っ
た
張
本
人
が
そ
の
失

策
に
気
づ
い
た
と
し
た
ら
、
そ
の
苦
悩
も
は
か
り
し
れ
な
い
と

思
う
。
縮
み
に
か
か
わ
る
人
た
ち
は
、
ど
の
工
程
に
携
わ
っ
て

い
て
も
、
皆
手
塩
に
か
け
て
辛
苦
し
て
い
る
こ
と
を
充
分
承
知

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

気
づ
い
て
い
る
か
、
気
づ
か
ぬ
ふ
り
を
す
る
か
は
と
も
か

く
、
こ
の
娘
に
負
い
目
を
背
負
っ
て
生
涯
を
過
ご
し
た
人
も
い

る
に
ち
が
い
な
い
。

事
柄
の
大
小
、
形
は
違
い
な
が
ら
も
、
多
く
の
人
は
そ
ん
な

胸
の
痛
み
を
ひ
と
つ
ぐ
ら
い
は
心
に
秘
め
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
？

２
０
１
１
年
９
月

日
（
木
）

21

東
京
漢
点
字

学
習
会
報
告

東
京
漢
点
字
羽
化
の
会

菅
野
良
之

平
成

年
度

第
５
回
（
第

回
）
報
告

23

51

１

日
時

平
成

年
８
月

日(

土)

23

20

時

分
～

時

分

17

00

19

00

２

場
所

ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階

第
１
会
議
室

３

出
席
者
（
省
略
）

４

使
用
教
材

漢
点
字
講
習
用
テ
キ
ス
ト
初
級
編

第
四
回
（
全
十
回
）

漢
点
字
編
、
墨
字
編

５

配
布
物

機
関
誌
『
う
か
』
第

号

２
０
１
１
年
８
月

87

６

学
習
会
内
容

・
前
回
の
復
習

（

）
「
質

」

斤
（
オ
下
が
り
：
３
・
５
の
点
）
と

71

貝
（
オ
下
が
り
：
３
・
５
の
点
）
で
表
す
。

（

）
「
所

」

戸
（
ト
：
２
・
３
・
４
・
５
の
点
）

72

と
斤
（
オ
下
が
り
：
３
・
５
の
点
）
で
表
す
。

（

）
「
折

」

手
偏
（
テ
：
１
・
２
・
３
・
４
・
５

73

の
点
）
と
斤
（
オ
下
が
り
：
３
・
５
の
点
）
で
表
す
。

（

）
「
純

」

糸
偏
（
イ
：
１
・
２
の
点
）
と
屯

74
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（
フ
：
１
・
３
・
４
・
６
の
点
）
で
表
す
。

・
今
回
の
学
習

５

複
合
文
字
（
２
）

４
．
第
１
基
本
文
字
と
比
較
文
字
で
構
成
さ
れ
る
文
字(

４)

※

「
升

（
４
・
５
の
点
と
ク
：
１
・
４
・
６
の

点
）
」
を
パ
ー
ツ
と
し
て
含
む
文
字
１
つ
。

（

）
「
昇

」

日
（
リ
下
が
り
：
２
・
３
・
６
の

75

点
）
と
升
（
ク
：
１
・
４
・
６
の
点
）
で
表
す
。
字
式
は
日
／

升
。
音
読
み
の
シ
ョ
ウ
は
漢
・
呉
音
。
熟
語
に
〝
昇
天
〟
〝
昇

り
竜
〟
地
名
に
〝
昇
仙
峡
（
山
梨
県
）
〟
が
あ
る
。

※
「
丘

（
ク
：
１
・
４
・
６
の
点
と
４
の
点
）
」
が
含

ま
れ
る
形
の
文
字
２
つ
。

（

）
「
兵

」

丘
（
ク
：
１
・
４
・
６
の
点
）
と
八

76

（
リ
：
１
・
２
・
５
の
点
）
で
表
す
。
字
式
は
丘
／
八
。
音
読

み
の
ヘ
イ
は
漢
音
、
ヒ
ョ
ウ
は
呉
音
。
訓
読
み
に
〝
い
く
さ
〟

が
あ
る
。
熟
語
に
〝
番
兵
〟
〝
兵
器
〟
〝
徴
兵
〟
〝
挙
兵
〟

〝
義
勇
兵
〟
〝
伏
兵
〟
〝
兵
法
〟
〝
用
兵
〟
〝
大
兵
（
お
お
つ

わ
も
の
：
多
数
の
兵
士
）
〟
〝
馬
兵
（
う
ま
つ
わ
も
の
：
騎

兵
）
〟
〝
騎
兵
隊
／
奇
兵
隊
〟
〝
尺
兵
（
せ
き
へ
い
：
短
い
刃

物
）
〟
〝
兵
児
帯
（
へ
こ
お
び
）
〟
〝
飲
兵
衛
〟
〝
名
無
し
の

権
兵
衛
〟
、
地
名
に
〝
兵
庫
〟
な
ど
が
あ
る
。

（

）
「
浜

」

さ
ん
ず
い
（
ニ
：
１
・
２
・
３
の

77

点
）
と
兵
（
リ
：
１
・
２
・
５
の
点
）
で
表
す
。
字
式
は
さ
ん

ず
い
＋
兵
。
音
読
み
の
ヒ
ン
は
漢
・
呉
音
。
旧
字
の
「
濱
」
の

訓
は
〝
ま
ど
ろ
む
〟
と
な
る
。
熟
語
に
〝
浜
辺
〟
〝
浜
千
鳥
〟

〝
浜
茄
子
〟
〝
浜
姫
（
は
ま
ひ
め
：
海
辺
に
住
む
女
性
。
あ

ま
）
〟
〝
墨
濱
（
ぼ
く
ひ
ん
：
隅
田
川
岸
一
帯
の
雅
称
）
〟
、

地
名
に
〝
浜
松
〟
〝
浜
名
湖
〟
〝
美
浜
〟
な
ど
、
名
前
に
〝
浜

田
〟
〝
高
浜
〟
〝
浜
村
〟
な
ど
多
く
あ
る
。

※

「
斗

（
４
・
５
の
点
と
ト
：
２
・
３
・
４
・
５
の

点
）
」
を
パ
ー
ツ
と
し
て
含
む
文
字
１
つ
。

（

）
「
科

」

ノ
木
偏
（
ノ
：
２
・
３
・
４
の
点
）

78

と
斗
（
ト
：
２
・
３
・
４
・
５
の
点
）
で
表
す
。
字
式
は
ノ
木

偏
＋
斗
。
音
読
み
の
カ
は
漢
・
呉
音
。
熟
語
に
は
〝
科
料
（
か

り
ょ
う
、
と
が
り
ょ
う
）
〟
〝
教
科
書
〟
〝
金
科
玉
条
〟
〝
百

科
〟
〝
更
科
（
さ
ら
し
な
）
〟
〝
山
科
（
や
ま
し
な
）
〟
〝
保

科
（
ほ
し
な
）
〟
〝
犯
科
帳
（
奉
行
所
の
判
決
記
録
）
〟
〝
せ

り
ふ
〟
に
〝
科
白
と
台
詞
〟
が
あ
る
。

※

「
勺

（
４
・
５
の
点
と
モ
：
２
・
３
・
４
・
５
・

６
の
点
）
を
パ
ー
ツ
と
し
て
含
む
文
字
１
つ
。

（

）
「
約

」

糸
偏
（
イ
：
１
・
２
の
点
）
と
勺

79

（
モ
：
２
・
３
・
４
・
５
・
６
の
点
）
で
表
す
。
字
式
は
糸
偏

＋
勺
。
音
読
み
の
ヤ
ク
は
漢
・
呉
音
。
訓
に
〝
ち
か
う
〟
が
あ

る
。
熟
語
に
〝
条
約
〟
〝
確
約
〟
〝
規
約
〟
〝
協
約
〟
〝
婚
約

〟
〝
集
約
〟
〝
約
款
〟
〝
成
約
〟
〝
違
約
〟
〝
解
約
〟
〝
綽
約

（
し
ゃ
く
や
く
：
姿
の
し
な
や
か
で
や
さ
し
い
さ
ま
）
〟
〝
新
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約
・
旧
約
（
聖
書
）
〟
な
ど
。

※
「
垂

（
２
・
５
の
点
と
ニ
：
１
・
２
・
３
の
点
）
を

パ
ー
ツ
と
し
て
含
む
文
字
１
つ
。

（

）
「
睡

」

目
（
メ
：
１
・
２
・
３
・
４
・
５
・

80

６
の
点
）
と
垂
（
ニ
：
１
・
２
・
３
の
点
）
で
表
す
。
字
式
は

目
＋
垂
。
形
成
文
字
。
音
読
み
の
ス
イ
は
漢
音
。
熟
語
に
〝
昏

睡
〟
〝
熟
睡
〟
〝
睡
気
（
ね
む
け
、
一
般
に
は
眠
気
）
〟
〝
微

睡
（
ま
ど
ろ
み
）
〟
な
ど
が
あ
る
。

平
成

年
度

第
６
回
（
第

回
）
報
告

23

52

１

日
時

平
成

年
９
月

日
（
土
）

23

10時

分
～

時

分

18

30

20

30

２

場
所

ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階

第
１
会
議
室

３

出
席
者
（
省
略
）

４

周
知
事
項

学
習
会
日
程

月

日
（
土
）

時

分
～

10

22

18

30

月

日
（
土
）

時

分
～

11

19

18

30

月

日
（
土
）

時
～

12

17

17

５

使
用
教
材

漢
点
字
学
習
用
テ
キ
ス
ト
初
級
編

第
四
回
及
び
第
五
回
（
全
十
回
）

６

学
習
内
容

・
前
回
の
復
習

５
．
複
合
文
字
（
２
）

４
．
第
１
基
本
文
字
と
比
較
文
字
で
構
成
さ
れ
る
文
字(

４)

※

「
升

（
４
・
５
の
点
と
ク
：
３
・
４
・
６
の

点
）
」
部
首
と
し
て
含
む
文
字
一
つ
。

（

）
「
昇

」

日
（
リ
下
が
り
：
２
・
３
・
６
の

75

点
）
と
升
（
ク
：
１
・
４
・
６
の
点
）
で
表
す
。

※

「
丘

（
１
・
４
・
６
の
点
）
」
が
含
ま
れ
る
形
の

文
字
二
つ
。

（

）
「
兵

」

丘
（
１
・
４
・
６
の
点
）
の
下
に
数

76

字
の
八
を
置
い
た
形
で
表
す
。

（

）
「
浜

」

さ
ん
ず
い
（
ニ
：
１
・
２
・
３
の

77

点
）
と
兵
（
リ
：
１
・
２
・
５
の
点
）
で
表
す
。

※

「
斗

（
５
・
６
の
点
と
ト
：
２
・
３
・
４
・
５
の

点
）
」
を
部
首
と
し
て
含
む
文
字
一
つ
。

（

）
「
科

」

ノ
木
偏
（
ノ
：
２
・
３
・
４
の
点
）

78

と
斗
（
ト
：
２
・
３
・
４
・
５
の
点
）
で
表
す
。

※

「
勺

（
４
・
５
の
点
と
モ
：
２
・
３
・
４
・
５
・

６
の
点
）
」
を
部
首
と
し
て
含
む
文
字
一
つ
。

（

）
「
約

」

糸
偏
（
イ
：
１
・
２
の
点
）
と
勺

79

（
モ
：
２
・
３
・
４
・
５
・
６
の
点
）
で
表
す
。

※

「
垂

（
２
・
５
の
点
と
ニ
：
１
・
２
・
３
の

点
）
」
を
部
首
と
し
て
含
む
文
字
一
つ
。

－ ２４ －



（

）

「
睡

」

目
（
メ
：
１
・
２
・
３
・
４
・
５

80

・
６
の
点
）
と
垂
（
ニ
：
１
・
２
・
３
の
点
）
で
表
す
。

・
今
回
の
学
習

初
級
編
第
五
回

６

基
本
文
字
（
４
）

発
音
文
字
と
漢
数
字

１
．
発
音
文
字
と
は
仮
名
点
字
と
同
じ
読
み
で
表
さ
れ
る
文
字

（
１
）
「
円

」

（
エ
：
１
・
２
・
４
の
点
と
ン
：
３

・
５
・
６
の
点
）
で
表
す
。
冂
（
円
構
え
）
の
中
に
、
上
の
線

の
真
ん
中
か
ら
短
い
縦
の
線
、
そ
の
下
に
接
し
て
両
側
の
縦
の

線
に
差
し
渡
す
よ
う
に
横
線
を
置
い
た
形
の
文
字
。
字
式
は
な

し
。
〝
ま
る
い
、
ま
ろ
や
か
、
ま
ど
か
〟
と
は
角
の
取
れ
た

形
、
引
っ
か
か
り
が
な
い
こ
と

穏
や
か
な
様
、
障
害
の
な
い

様
を
表
す
。
熟
語
に
は
〝
円
満
〟
〝
円
周
〟
〝
円
滑
〟
〝
円
蓋

（
ド
ー
ム
）
〟
〝
円
盤
投
げ
〟
〝
関
東
一
円
〟
な
ど

（
２
）
「
鬼

」

（
オ
：
２
・
４
の
点
と
ニ
：
１
・
２

・
３
の
点
）
で
表
す
。
大
き
な
頭
を
し
た
亡
霊
を
象
っ
た
文

字
。
お
に
と
は
死
者
の
こ
と
。
あ
る
い
は
あ
の
世
で
死
者
を
苛

む
も
の
。
人
力
を
肥
え
た
力
を
持
っ
て
人
に
害
を
与
え
る
も

の
。
鬼
籍
に
入
る
と
は
人
が
死
ん
で
死
者
の
世
界
に
入
る
こ

と
。
熟
語
に
は
〝
鬼
面
〟
〝
鬼
籍
〟
〝
悪
鬼
〟
〝
幽
鬼
〟
〝
鬼

瓦
〟
〝
鬼
の
居
ぬ
間
の
洗
濯
〟

（
３
）
「
告

」

（
コ
：
２
・
４
・
６
の
点
と
ク
：
１

・
４
・
６
の
点
）
で
表
す
。
土
の
左
肩
に
カ
タ
カ
ナ
の
「
ノ
」

を
置
き
、
そ
の
下
に
「
口
」
を
置
い
た
形
。
白
川
先
生
に
よ
れ

ば
「
土
」
の
形
は
祭
壇
を
象
っ
た
物
。
「
口
」
は
神
様
の
お
告

げ
に
従
う
事
を
誓
う
祝
詞
の
入
っ
た
器
を
表
す
。
す
な
わ
ち
こ

の
文
字
は
神
様
の
お
告
げ
を
聞
く
姿
を
象
っ
た
も
の
。
熟
語
に

は
〝
告
知
〟
〝
報
告
〟
〝
通
告
〟
〝
忠
告
〟
〝
申
告
〟
〝
広
告
〟

〝
公
告
〟

（
４
）
「
事

」

（
コ
：
２
・
４
・
６
の
点
と
ト
：
２

・
３
・
４
・
５
の
点
）
で
表
す
。
計
算
に
使
う
竹
の
棒
を
竹
筒

に
入
れ
て
、
そ
れ
を
役
人
が
手
に
持
っ
た
形
を
象
っ
た
文
字
。

「
こ
と
」
と
は
出
来
事
や
物
事
と
、
抽
象
的
な
意
味
を
表
す
。

熟
語
に
は
〝
事
実
〟
〝
事
件
〟
〝
事
物
〟
〝
事
象
〟
〝
事
故
〟

〝
幹
事
〟
〝
監
事
〟
〝
用
事
〟
〝
家
事
〟
〝
俗
事
〟
〝
雑
事
〟

〝
仕
事
〟
〝
出
来
事
〟
〝
物
事
〟
〝
荒
事
〟
〝
事
始
め
〟

（
５
）
「
生

」

（
セ
：
１
・
２
・
４
・
５
・
６
の
点

と
イ
：
１
・
２
の
点
）
で
表
す
。
漢
数
字
の
三
の
真
ん
中
に
縦

線
を
重
ね
て
、
上
は
上
の
横
線
か
ら
突
き
出
て
、
下
は
下
の
横

線
で
止
ま
る
形
。
上
の
横
線
の
左
肩
に
カ
タ
カ
ナ
の
「
ノ
」
を

添
え
た
形
。
春
、
土
の
上
に
植
物
の
芽
吹
い
た
形
、
生
命
力
の

漲
っ
た
形
を
象
っ
た
も
の
。
熟
語
に
は
〝
生
命
〟
〝
生
気
〟
〝
生

活
〟
〝
生
存
〟
〝
生
誕
〟
〝
生
物
〟
〝
生
産
〟
〝
発
生
〟
〝
一

生
〟
〝
先
生
〟
〝
一
年
生
〟
〝
生
け
花
〟
〝
生
け
垣
〟
〝
芽
生

え
る
〟
〝
誕
生
日
〟
〝
生
ビ
ー
ル
〟
〝
灘
の
生
一
本
〟
〝
生
い

茂
る
〟

－ ２５ －



ご
報
告
と
ご
案
内

一

会
員
の
募
集

こ
れ
ま
で
は
、
約
五
年
に
一
度
の
ペ
ー
ス
で
、
会
員
募
集
の

た
め
の
講
習
会
を
開
催
し
て
参
り
ま
し
た
。
募
集
広
告
は
各
新

聞
に
お
願
い
し
て
、
掲
載
し
て
い
た
だ
き
、
講
習
会
終
了
後
、

受
講
者
の
皆
様
に
ご
入
会
い
た
だ
き
ま
し
い
た
。

と
こ
ろ
が
残
念
な
が
ら
各
新
聞
で
は
、
無
料
広
告
の
紙
面
を

縮
小
し
て
、
新
聞
を
通
し
て
の
募
集
が
で
き
な
く
な
り
ま
し

た
。こ

の
二
月
に
東
京
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
の
サ

イ
ト
に
お
願
い
し
て
、
ネ
ッ
ト
上
で
新
会
員
の
募
集
を
し
て
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
誠
に
熱
心
な
皆
様
に
ご
参
集
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
横
浜
で
も
、
同
様
の
企
画
を
立
て
て
み
た
次
第
で

す
。①

横
浜
で

既
報
の
通
り
横
浜
漢
点
字
羽
化
の
会
で
は
、
こ
の
十
月
五
日

か
ら
、
新
し
い
会
員
を
募
集
す
る
た
め
の
、
講
習
会
を
開
催
し

て
お
り
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
の
サ
イ
ト
に
お
願
い
し
て
、

募
集
広
告
を
掲
載
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
と
こ
ろ
、
幸
い
に
し

て
、
ご
応
募
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
企
画
通

り
、
以
下
の
要
領
で
、
講
習
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し

た
。日

程
と
会
場
は
以
下
の
通
り
で
す
。

日
時
と
会
場
：

（
１
）

／

（
水
）

：

～

：

10

05

14

00

16

00

市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
８
Ｆ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
ナ
ー

（
２
）

／

（
金
）

：

～

：

、
同

10

21

14

00

16

00

（
３
）

／

（
金
）

：

～

：

11

04

14

00

16

00

市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
９
Ｆ

テ
ー
プ
受
発
送
室
。

②
東
京
で

東
京
で
は
、
来
年
早
々
に
、
同
様
の
要
領
で
、
会
員
募
集
の

講
習
会
を
企
画
す
る
予
定
で
す
。
詳
細
は
次
号
に
て
。

二

『
漢
点
字
紹
介
』

本
誌
・
今
号
が
九
回
目
と
な
る
こ
の
連
載
も
、
次
号
で
終
了

し
ま
す
。
不
備
も
多
々
ご
ざ
い
ま
す
が
、
小
冊
子
に
ま
と
め
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

改
め
て
ご
笑
覧
賜
れ
れ
ば
幸
い
で
す
。

－ ２６ －



 

漢

文

の
ペ
ー

ジ

漢

文

の
ペ
ー

ジ

セ
ミ
と
小
バ
ト

荘
子

そ
う
し

蜩

与
二

鷽

鳩
一

、
笑
レ

之

曰
、

ト

ツ
テ

ヲ

ハ
ク

「
我

決

起

而

飛
、
搶
二

楡

枋
一

、

シ
テ

ビ

ク
ニ

ニ

時

則

不
レ

至
、
而

控
二

於

地
一

而

ト
シ
テ

チ

シ
テ

ラ

チ
テ

ニ

已

矣
。
奚

以
下

之
二

九

万

里
一

而

ム

ゾ

テ

キ
テ

ニ

南
上

為
」
。

ス
ル
ヲ

サ
ン
ト

適
二

莽

蒼
一

者
、
三

飡

而

反
、

ク

ニ

ハ

シ
テ

ル
モ

腹

猶

果

然
。
適
二

百

里
一

者
、

ホ

タ
リ

ク

ヲ

ハ

宿

舂
レ

糧
。
適
二

千

里
一

者
、
三

月

ベ
ニ

ク

ヲ

ク

ヲ

ハ

聚
レ

糧
。
之

二

虫
、
又

何

知
。

ム

ヲ

ノ

ヲ
カ

ラ
ン
ヤ

『
荘
子
』
逍
遙
遊

篇
よ
り

③

そ
う
じ

し
ょ
う
よ
う
ゆ
う
へ
ん

蜩
与
二

鷽
鳩
一

＝
「
蜩(

ち
ょ
う)

ト

鷽
鳩(

か
く
き
ゅ
う)

与(

と)

」

と
読
む
。
蜩
は
ヒ
グ
ラ
シ
、
鷽
鳩
は
小
鳩
。

搶
二

楡
枋
一

＝
「
楡
枋(

ゆ
ぼ
う)

ニ

搶(

つ)

ク
ニ

」
と
読
む
。

楡
は
ニ
レ
、
枋
は
ハ
ゼ
。
「
搶
ク
」
は
到
達
す
る
。

控
＝
落
下
す
る
。
飡
＝
食
事
を
す
る
。

果
然
＝
腹
が
ふ
く
れ
た
状
態
。
莽
蒼
＝
郊
外
の
草
地
。

宿
＝
出
発
の
前
の
夜
。
二
虫
＝
蜩
と
鷽
鳩
を
指
す
。

（
前
号
の
空
高
く
飛
ぶ

鵬

の
話
よ
り
続
く
）

お
お
と
り

蜩(

ち
ょ
う)

と
鷽
鳩(

か
く
き
ゅ
う)

と

こ
れ
を
笑
っ
て

曰
く
、
「
我
、
決
起
し
て
飛
び
、
楡
枋(

ゆ
ぼ
う)

に
搶

(

つ)

く
に
、
時
と
し
て
則
ち
至
ら
ず
し
て
、
地
に
控

(

お)

ち
て
已(

や)

む
。
奚(

な
ん)

ぞ
九
万
里
に
之(

ゆ)

き

て
南
す
る
を
以
て
為
さ
ん
」
と
。

莽
蒼(

も
う
そ
う)

に
適(

ゆ)

く

者
は
、
三
飡
（
さ
ん
そ
ん)

し
て

反(

か
え)

る
も
、
腹

猶(

な)

お

果
然(

か
ぜ
ん)

た
り
。
百
里
を

適
く
者
は
、
宿(

ゆ
う)

べ
に

糧(

か
て)

を
舂(

つ)

く
。

千
里
を
か
け
て
適
く
者
は
、

三
月(

さ
ん
げ
つ)

糧
を

聚(

あ
つ)

む
。
こ
の
二
虫

(

に
ち
ゅ
う)

又

何
を
か
知
ら
ん
や
。

思
い
切
っ
て
高
い
木
に
飛
び
つ
い
て
も
、
時
に

は
届
か
ず
に
落
ち
て
あ
き
ら
め
る
の
に
、
何
で
九

万
里
も
高
く
舞
い
上
が
り
南
へ
飛
ん
で
い
こ
う
と

す
る
ん
だ
、
と
笑
う
蝉
と
小
鳩
。

近
く
へ
出
か
け
る
だ
け
の
者
は
三
度
の
食
事
で

も
十
分
だ
が
、
百
里
を
ゆ
く
者
は
前
夜
か
ら
穀
物

を
舂
い
て
支
度
を
し
、
は
る
か
千
里
を
ゆ
く
者
は

三
月
も
前
か
ら
食
糧
の
確
保
を
す
る
の
だ
。
笑
う

彼
ら
に
鵬
の
こ
と
な
ど
分
か
る
は
ず
も
な
い
。

（
笑
わ
れ
る
の
は
、
自
分
た
ち
だ
け
の
小
さ
な

物
差
し
で
し
か
思
い
は
か
る
こ
と
の
で
き
な
い
、

彼
ら
の
方
で
あ
る
。)

－ ２７ －



－ ２８ －

蜩 ト 与 鷽 鳩 、 笑 ツテ 之

ヲ 曰 ハク 、 「我 決 起 シテ 而 飛 ビ 、

搶 クニ 楡 枋 ニ 、 時 トシテ 則

チ 不 シテ 至 ラ 、 而 控 チテ 於

地 ニ 而 已 ム 矣 。 奚 ゾ 以 テ

之 キテ 九 万 里 ニ 而 南 スルヲ 為 サ

ン」 ト 。

適 ク 莽 蒼 ニ 者 ハ 、 三

シテ 而 反 ルモ 、 腹 猶 ホ 果 然 タリ 。

適 ク 百 里 ヲ 者 ハ 、 宿 ベニ 舂

ク 糧 ヲ 。 適 ク 千 里 ヲ 者

ハ 、 三月聚 ム 糧 ヲ 。 之 ノ 二

虫 、 又 何 ヲカ 知 ランヤ 。

～ にすい＋食 そん

『 荘 子｀そう じ』

逍 遙 遊 篇 ｀しょうようゆうへん より

参照図書：『朗読してみたい中国古典の名文』
渡辺精一（祥伝社新書）

※「飡」（にすい＋食 そん）は、JISにないWindowsの外字です。



(横－１） － ２９ －

漢点字講習用テキスト

初級編 第二十八回

５ 複合文字 （２）

１．第一基本文字と比較文字で構成される文字 （１）（承前）

（７） 春 シュン はる

漢数字の「三 」に「人 」の字を重ねた形、その下に「日 」を

置いた形の文字です。この文字の上の部分は、元は「屯 」で、植物

の芽が萌え出そうとする様子を表すものです。その下に「日 」を置く

ことで、なお暖かい、生命が活発に動き出そうという気運を表していま

す。〝はる〟は、寒く暗い冬を過ごした後の、新たな期待を持った、希

望に満ちた、新しい年の始まりを意味しています。旧暦では一月が、春

の季節の始まりです。現在私たちが使っている太陽暦の春は、三月から

です。エネルギーに満ちて生命が活発に動き出すことから、人生の躍動

期、若さに溢れている時期にも喩えられます。漢点字では、「三」と「人」

が重なっている形を横の線三つの「大」と捕らえて、「 （大）」と「

（日）」で表されます。

「春夏秋冬」「春秋戦国時代」「春眠暁を覚えず」「春宵一刻値千金」「春

愁」「青春」「春は曙」「春一番」「春日（かすが）」

・「因」とそれを部首として含む文字一つ。

（８） 因 イン よ‐る ちな‐む ちな‐みに

「国構え」の枠の中に、「大 」を置いた形の文字です。敷物の上に

人が手足を広げて横たわった形を象っています。何かを下地にしてその

上に加えるという意味を表します。〝いん〟は、〝原因、要因、素因〟

等と用いられます。〝ちなむ〟とは、ある縁によって何かをなすことで、

〝ちなみに〟とは、それに関連して、ついでに言えばの意味に用いられ

る接続詞です。漢点字では、「 （国構え）」と「 （大）」で表されます。

「因縁」「因果応報」「因果関係」「因果律」「原因」「要因」「素因」「誘

因」「病因」

（９） 恩 オン いつく‐しむ

「因 」の下に「心 」を置いた形の文字です。「因 」は、下地

に何かを重ねることを意味する文字です。「恩 」は、「心 」に何か



－ ３０ － (横－２）

を加えること、よい印象を与えることという意味があります。〝おん〟

と読んで、親の恩、先生の恩、先輩の恩等と用います。漢点字では、「

（因）」と「 （心）」で表されます。

「恩人」「恩恵」「恩師」「恩情」「天恩」「謝恩会」

・「央 」とそれを部首として含む文字一つ。

（１０） 央 オウ なか‐ば

「大 」の横棒の上に、縦棒を跨ぐように、四角い枠をはめた形の

文字です。四角い枠は、首かせを象った形で、「大 」の字は、人が手

足を広げた形です。人が手足を広げたところに、首かせをはめた形を象

っているのが、この文字です。神様に捧げられた犠牲とも、外に向かっ

ての魔除けとも言われます。漢点字では、「 （大）」と、音の〝おう〟

の「 」で表されます。

「中央」

（１１） 英 エイ はな はなぶさ

「草 冠」の下に「央 」を置いた形の文字です。真ん中が窪んだ

花を表しています。〝英雄〟とは、華やかな花から、優れたもの、秀で

たものの意味の熟語です。人名に用いられるときは、〝ひで〟と読まれ

ることがしばしばです。また華やかなことから、かつて最も繁栄した国、

イギリスを指す語に当てられました。漢点字では、「 （草冠）」と「

（央）」で表されます。

「英雄」「大英帝国」「英語」「英会話」

※「天 」の上に点が二つ付いたものを部首として含む文字二つ。

（１２） 関 カン せき かか‐わる

「門 構え」の中に点が上に二つ付いた「天 」が置かれた形の文

字です。両開きの門に、かんぬきをかけた形を象ったものと言われます。

〝せき〟は、国境に設けられた門で、何時も閉ざされています。そこで

通行人を改めます。平安時代から江戸時代を通して、「逢坂関、安宅関、

箱根関、白河関」が有名です。〝せき〟では、相撲の最上位とその次を

「大関、関脇」と呼んで、幕内の力士を〝せきとり〟と呼びます。〝か

かわる〟と読んで、一つのものと別のものとの繋ぎ目、人と人との関係

を表します。ものとものとの繋ぎ目ということから、身体の運動器の繋

ぎ目、肘や膝を、「関節」と呼びます。漢点字では、「 （門構え）」と「

（天）」で表されます。

「関東」「関西」「関門」「関節」「人間関係」「白河関」「関わり合い」
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横浜漢点字羽化の会 ＵＲＬ：http://www.ukanokai-web.jp/
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▼
「
ご
報
告
」
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま

す
よ
う
に
、
こ
の
度
会
員
募
集
の

た
め
の
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
講
習
会
募
集
の
広
告
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
実
際
の

と
こ
ろ
こ
れ
を
見
て
応
募
し
て
下
さ
る
方
が
本
当
に
い
る

の
か
と
、
心
配
で
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
サ
イ
ト
を

見
て
下
さ
っ
て
応
募
さ
れ
た
方
は
、
そ
れ
な
り
に
点
字
に

関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
も
し
て
み
よ
う
か
と
、
か
な
り

明
確
な
目
的
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
う
で

な
い
と
こ
う
い
う
情
報
が
目
に
つ
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

▼
最
初
に
こ
の
サ
イ
ト
に
講
習
会
の
情
報
が
載
っ
て
ま
も

な
く
、
３
人
ば
か
り
の
人
か
ら
連
絡
が
入
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
れ
以
後
は
ぱ
っ
た
り
と
な
く
な
り
、
締
切
間
近

に
な
っ
て
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
載
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
て
、
こ
れ
が
１
週
間
続
き
ま
し
た
。
最
後
に
時
間
切
れ

と
思
わ
れ
る
頃
、
も
う
１
人
の
応
募
者
が
現
れ
ま
し
た
が
、

最
初
の
３
人
の
う
ち
２
人
は
都
合
が
悪
く
な
っ
て
キ
ャ
ン

セ
ル
、
結
局
２
人
が
最
終
的
な
受
講
者
と
な
り
ま
し
た
。

た
だ
、
講
習
を
す
る
側
に
と
っ
て
は
こ
れ
は
非
常
に
あ
り

が
た
い
こ
と
で
、
個
人
指
導
の
よ
う
な
形
で
講
習
を
す
る

こ
と
が
で
き
、
そ
の
効
果
も
上
が
り
や
す
い
と
い
う
こ
と

で
す
。

（
木
下

和
久)

編

集

後

記

（有）横浜トランスファ福祉サービス
障害者自立支援法の下、障害者にガイドヘルパーを派遣して、外出を

支援しています。対象は、横浜市在住・在宅の、視覚・肢体・知的重度

障害者。

常時募集・ガイドヘルパー：資格・ホームヘルパー２級以上、および

視覚・肢体障害者移動介護研修修了。

業務概要：上記障害者の外出支援。詳細は担当・柳田まで。

〒231-0063横浜市中区花咲町1-46-1

GSプラザ桜木町1104

電話: 045-263-0306

FAX: 045-263-0316
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